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このたびは弊社製品をお買い上げいただき、まことにありびとうございました。 
弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。 
上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせな 
どをお届けいたします。なお、上記アドレスま、困ったときのよくある質問や各種 
お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立 
てるサービスの提供を目的としたページです。 


取扱説明書 
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まを上のごを意 

♦安全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの「安全上のごを意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をま 
全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々へ 
の危害や財産への損害を未然に防止するために、 
いろいろな給表示をしています。その表示と意味 
は巧のようになっています。 

内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 
人び死 t または重傷を負ラ可能性び想定される 
内容を示しています。 


A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人が損害を負う可能性び想定される内容および 
物的損害のみの発生び想定される内容を示して 
います。 


絵表示の例 

A A 記号は注意詹告を含む)しなけれ 
ばな5ない内容であることを示して 
いまず。 

図の中に具体的な注意内容(左図の場 
合は感電を意)び描かれていまず。 

0記号は禁止（やってはいけないこ 
と)を示していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止内容（左 
図の場合は分解禁止）び描かれていま 
ず。 

• 記号は行動を強制したり指示ずる 
内容を示していまず。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場 
合は電源プラグをコンセントか5抜 
け)び描かれていまず。 



A 警告 


異常時の処置 


• 万一煙び出ている、変なにおいや音びす 
るなどの異常状態のまま使用すると乂 
災•感電の原因となります。すぐに機器 
本体の電源スイツチを切り、必ず電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 
煙び出な<なるのを確認して販売店に 
修理をご依頼 < ださい。お客様による修 
理は危険ですから絶対おやめください。 

• 万一内部に水や異物等び入った場合は、 
まず機器本体の電源スイツチを切り、電 
源プラグをコンセントから抜いて販売 
店にご連絡ください。そのまま使用する 
と乂災-感電の原因となります。 


€ 


万一本機を落としたり、カバーを破損し 
た場合は、機器本体の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜いて 
販売店にご連絡 < ださい。そのまま使用 
すると乂災-感電の原因となります。 



• 電源プラグの刃および刃の付近にほこり 
や金属物び付着している場合は、電源プ 
ラグを抜いてから乾いた巧で取り除いて 
ください。そのまま使用すると乂災•感 
電の原因となります。 

電源コードの上に重い物をのせたり、 
コードび本機の下敷さにならないように 
してください。また、電源コードび引つ 
張られないようにしてください。コード 
び傷ついて、乂災-感電の原因となりま 
す。コードの上を敷物などで覆うことに 
より、それに気づかず、重い物をのせて 
しまラことびあります。 

0 «放熱をよくするため、他の機器や壁等か 
ら間隔をとり、ラックに入れる場合はす 
さ間をあけてください。また、次のよう 
な使い方で通風孔をふさびないでくだ 
さい。内部に熱びこもり、乂災の原因と 
なることびあります。 

^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

^押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

^じゅラたんやふとんの上に置く。 

^テーブルク□スなどをかける。 
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着脱式の電源コード(インレツトタイプ） 
び付属している場合のごミ主意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他 
の電気製品ではご使用になれません。他 
の電気製品で使用した場合、発熱により 
乂災•感電の原因となることびあります。 
また電源コードは本製品に付属のわの1；( 
外は使用しないでください。他の電源 
コードを使用した場合、この機器の本来 
の性能び出ないことや、電流容量不足に 
よる発熱から乂災-感電の原因となるこ 
とびあります。 


使用環境 


使用方法 


ィで^ • 本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化 
粧品、薬品や水などの入った容器または 
ルさな金属物を置かないでください。こ 
ぼれたり、中に入った場合、乂災•感電 
の原因となります。 



めれた手で（電源）プラグを抜さ差しし 
ないでください。感電の原因となること 
びあ0ます。 


本機の通風孔などから、内部に金属類や 
燃えやすいちのなどを差し込んだり、落 
とし込んだりしないでください。乂災 • 
感電の原因となります。特にお子様のい 
るご家庭ではごを意ください。 


• この機器に水び入ったり、めらさないよ 
ラにごを意ください。乂災-感電の原因 
となります。雨天、降雪中、海岸、水辺 
での使用は特にごを意ください。 

• 風呂場、シャワー室等では使用しないで 
ください。乂災 • 感電の原因となります。 

0 «表示された電源電圧（交流100ボルト 
50 Hz /60 Hz ) じ(外の電圧で使用しな 
いでください。乂災-感電の原因となり 
ます。 

0 «この機器を使用でさるのは日本国内のみ 
です。船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続 
しないでください。火災の原因となりま 
す。 


• 本機のカバーを外したり、改造したりし 
ないでください。内部には電圧の高い部 
分びあり、乂災•感電の原因となります。 
内部の点検-整備-修理は販売店にご依 
頼ください。 

電源コードを傷つけたり、加工したり、無 
理に巧げたり、ねじったり、引っ張った 
り、加熱したりしないでください。コード 
び破損して火災•感電の原因となります。 
コードび傷んだら（お線の露出、断線な 
ど)、販売店に交換をご依頼ください。 

• 雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラ 
グには触れないでください。感電の原因 
となります。 





A 注意 



0 «電源プラグは、コンセントに根元まで確 
実に差し込んで<ださい。差し込みび不 
完全ですと発熱したり、ほこりび付着し 
て乂災の原因となることびあります。ま 
た、電源プラグの刃に触れると感電する 
ことびあります。 

0 «電源プラグは、根元まで差し込んでちゆ 
るみびあるコンセントに接続しないでく 
ださい。発熱して乂災の原因となること 
びあります。販売店や電気工事店にコン 
セントの交換を依頼してください。 

0 «ぐらついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ち 
たり、倒れたりしてけびの原因となるこ 
とびあります。 

0 «本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、 
湿気あるいはほこりの多い場所に置かな 
いでください。乂災-感電の原因となる 
ことびあります。 


テレビ、オーディオ機器、スピーカー等 
に機器を接続する場合は、それぞれの機 
器の取扱説明書をよ < 読み、電源を切り、 
説明に従って接続して < ださい。また、接 
続は指定のコードを使用してください。 

本機の上に重いをのや外枠からはみ出る 
よラな大さなものを置かないで<ださ 
し、バランスびくずれて倒れたり、落下 
してけびの原因となることびあります。 

0 «本機の上にテレビを置かないでくださ 
し、。放熱や通風び妨げられて、乂災や故 
障の原因となることびあります。(取扱説 
明書でテレビの設置を認めている機器は 
除さます。） 

電源プラグを抜く時は、電源コードを 
引っ張らないでください。コードび傷つ 
さ乂災-感電の原因となることびありま 
す。必ずプラグを持って抜いてください。 

電源を入れる前には音量を最小にしてく 
ださい。突然大さな音び出て聴力障害な 
どの原因となることびあります。 






0 « 電源コードを熱器具に近づけないでくだ 
さし、。コードの被ふくび溶けて、乂災 • 
感電の原因となることびあります。 

• 移動させる場合は、電源スイッチを切り 
必ず電源プラグを]ンセントから抜き、 
外部の接続コードを外してから、行って 
ください。コードび傷つさ乂災-感電の 
原因となることびあります。 


使用方法 

長時間音び歪んだ状態で使わないでくだ 
さい。スピーカーび発熱し、乂災の原因 
となることびあります。 

0 «本機に乗ったり、ぶら下びったりしなし^ 
でください。特にお子様はごを意くださ 
し、。倒れた0、こわれた D してけびの原 
因になることびあります。 

A ® へッドホンをご使用になるとさは、音量 
を上げすざないよラにごを意ください。 
ちを刺激するような大さな音量で長時間 
続けて聞くと、聴力に悪い影響を与える 
ことびあります。 

• 旅行などで長期間ご使用にならない時 
CS ^ 安全®ため必ず電源プラグを]ンセ 

ントから抜いてください。 



0 «指定!;^外の電池は使用しないでくださ 
し、また、新しい電池とちい電池を混ぜ 
て使用しないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、乂災-けびや周囲をミち損 
する原因となることびあります。 

電池を機器内に挿入する場合、極性表示 
(プラス (+) マイナス（一 ) の向き)にミち意 
し、表示どおりに入れてください。間違 
えると電池の破裂、液漏れにより、 火災. 
けびや周囲をミち損する原因となることび 
あ0ます。 

0 «長時間使用しない時は、電池を取り出し 
ておいてください。電池から液び漏れて 
乂災、けび、周囲を巧損する原因となる 
ことびあります。もし液び漏れた場合は、 
電池ケースについた液をよく拭さ取って 
から新しい電池を入れてください。また 
万一、漏れた液び身体についた時は、水 
でよく洗い流してください。 

電池は加熱したり分解したり、火や水の 
中に入れないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、乂災、けがの原因となる 
ことびあります。 


保み点巧 

A m 己年に一度くらいは内部の掃除を販売店 
などにご相談ください。内部にほこりび 
たまったまま、長い間掃除をしないと乂 
災や故障の原因となることびあります。 
特に湿気のをくなる梅雨期の前に行うと 
より効果的です。なお掃除費用について 
は販売店などにご相談ください。 

• お手入れの際は安全のために電源プラグ 
を]ンセントから抜いて行ってください。 
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リモコンの操作節囲 

本機を U モコンで操作するときは、 U モコンを 
フ□ントパネルの U モコン信号受光部に向けて 
<ださい。 



本機を設置する 

-本機を設置するとさは、必ず平らで安定し 
た面に設置してください。 

次の場所には本機を設置しないでください。 

-テレビの上（映像び歪むことびあります） 

-カセットデッキまたは磁気を発する機器の近 
く（音声に悪影響を与えることびあります） 

-直接曰光の当たる場所 
-湿気のある場所 
-高温または低温の場所 
-振動のある場所 
-ほこりの多い場所 

-台所など煙び出たり油を使用する場所 


第1章： 

はじめに 

付属品を確認ずる 

1;(下の付属品びあることを確認してください。 
• セットアップ用マイク 

• AM ループアンテナ 

• FM アンテナ 

•単3形乾電池（動作確認用 X 2) 

• U モコン 
-保証書 

-取扱説明書（本書） 


リモコンに電池を入れる 



成重要 

電池を誤って使用すると液漏れや破裂の危険び 
あります。次のを意を守ってください。 

-新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜ 
て使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケー 
スの表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちの 
びあります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使 
用しないで < ださい。 

-不要となった電池を廃棄する場合は、各地 
ち自治体の指示（条例）に従って処理して 
<ださい。 



Ja 
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ンン場ン当を外本 U せ 
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モモなモ光外、とこ作 
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(はじめに 


設置について 

• 放熱のため、本機の上に物を置いたり、布 
やシートなどを被せた状態でのご使用は絶 
巧におやめ<ださい。異常発熱により故障 
の原因となる場合びあります。 

-ラックなどに設置する場合は、上部に2日 
cm 上空間をあけてください。 



20 cnUU 上離ず 


本機 
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ホームシアター乂巧 

ホームシアターとは ソフトに収録された複数の 
音声を3本！;(上のスピーカーで再生し、ご家庭 
にてサラウンド空間を作ることです。まるでコ 
ンヴート会場や映画の場面の中にいるような臨 
場感をお楽しみいただくことびでさます。再生 
するソフトの音声信号の種類や設置したスピー 
カー、本機のサラウンド設定などによっていろ 
いろなサラウンド効果を得ることびでさます。 

本機ではドルビーデジタルや DTS などの DVD 
ソフトに記録されたマルチチャンネル音声を、 
スピーカーの状況に合わせて自動で最適に再生 
します。また、ソフトび2 ch の場合でもドル 
ビープ□□ジック llx や Neo:6 モードにするこ 
とでマ>1レチチャンみレヴラウンド再生を行うこ 
とびでさます。詳しくは「機器の再生」 （3] 
ページ）をご覽ください。 


サラウンド再生を楽しむ 

(下の手順のとおりに接続、設定を行ラだけで簡 
単にサラウンド再生を行ラことびでさます。設定 
についてはほとんどの場合、工場出荷時の設定の 
ままで再生できるように設定されています。 

-機器の接続を行ラとさは、必ず電源を切り、 
電源コードをコンセントから抜いてください。 

1テレビと DVD プレーヤーを本機に接続する。 

サラウンド再生をするには、 DVD プレーヤー 
と本機をデジタル接続する必要びあります。詳 
しくは「テレビと DVD プレーヤーを接続する」 
(14 ページ）をご覽ください。 


2 スピーカーの 設置と接続をする。 

r スピーカーを接続する」 （2] ページ）をご覽 
になり、スピーカーを接続してください。ス 
ピーカーの設置のしかたは音質に大さく影響し 
ますので、次の図のよラに最適な場所に設置し 
て < ださい。 



スピーカー左 (SBL) 

3 DVD プレーヤーやテレビ、サブウー 
ファーの電源を入れ、本機の電源も入れる。 

テレビの映像入力を本機の出力映像び表示され 
るように設定します。このち法びわからない場 
合は、テレビの取扱説明書をご覽ください。 

4 Auto MCACC 設定でスピーカーシステム 
などのサラウンド設定を巧う。 

詳しくは 「AutoMCACC で自動設定する」 （9 
ページ）をご覽ください。 

5 DVD を再生して、本機の音量を調壁する。 
U モコンの DVD/LD ボタンを押して、本機の 
入力を DVD/LD にします J 表示部に DVD/ 
LD と表示されていることを確認してください。2 


因メモ 

1 DVD プレーヤーの音声出力設定を 、 「Dolby Di 邑 itaU や 「 DTS 」、 「8狂2 kHz /9 目 kHz PCM 」 音声信号び出力される 
よラに設定します。詳しくはお手持ちの DVD プレーヤーの取扱説明書をご確認ください。 

2 AUTO SURR. インジケーターび点灯していることを確認してください。点打していないときは AUTOSURR ボタ 
ンを押して AUTO SURROUND モードを選択して<ださし、 
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本機ではいろいろな再生効果を選ぶことびでさ 
ます。詳しくは「機器の再生」 （3] ぺージ）を 
ご覧ください。■■また、より詳細な設定について 
は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （39 ぺージ）をご覧ください。 


Auto MCACC で自動設定する 

Auto MCACC (Multi Channel Acoustic 
Calibration System ) では、スピーカーの大 
ささや U スニングポジションからの距離などを 
測定し、各スピーカーの出力遅延と出カレベル 
を調節します。また部屋の暗騒音まで考慮した 
視聴環境の周波数特性の測定を行い、スピー 
カーシステム全体の周波数バランスち調節しま 
す。設定はスピーカーから出力されるテスト 
I -ーンを付属のセットアップマイクで測定し、 
解析します。 

^重要 

- Auto MCACC 設定を行うと、それ政前に 
行ったスピーカーに関する設定は、すべて 
上書さされます。 

• Auto MCACC 設定を行う前に、 PHONES 

端テにへッドホンび接続されていないことを 
確認してください。 

• 付属のセットアップ用マイクを TV モニ 
ターの近くに置いて Auto MCACC 設定 
を行わないでください。 


d ミち意 

• Auto MCACC 設定では、テスト I -ーンび 
大音量で出力されます。 


r 


( li ) LJK ^ iX+J 

音 ■ +》 

AV アンプ 1 入力 ! is 

®a 。 ® 

^^^マルチコントロ-ルい址 1 

[dvd/ld| [tv/satI idvr / vc 可 If.audioI 

1 CD 1 ~ 1 FM i ~ 1 AM 1 ~ 


__/ ンフコント□—ル 4_， 

グダ翊画巧 

トッブ^^^^^^^^^^^ T^DIT 

がも 

AUTO SURrI 飄 E 箱 I STANDARD ADV.SURR 
■口 F ACO が™ w ヴ 


1 宇幕 1 {• km \ d 1 音 g 1 


1本機の電源を入れる。 


2フ□ントパネルの MCACC/AUDIO IN 端 
子に7イクを接続する。 

スピーカーとマイクの間に障害物びないことを 
確認してください。 



は、兰脚を使ってマイクを耳の高さにします。 
兰脚びないとさは、台や椅子などを使い、マイ 
クび耳の高さで水平になるようにしてくださ 
い。 

3リモコンの AV アンプボタンを巧してか 
6、設定ボタンを巧す。 

システムセットアップになります。 U モコンの 
\1\1户一 とみ定ボタンを使って、操作項目 
を選びます。 

前の画面に戻るには、戻るボタンを巧します。 

• システムセットアップを終了するには、設 
定ボタンを巧します。 


@ メモ 

1 DVD プレーヤーや再生するソフトによっては2 ch のみの再生となることびあります。このようなときにマルチチヤン 
ネルで再生したいときは STANDARD を押して STANDARD モードを選択してください。 
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4 f / l . ボタンで rA . MCACCJ を選んで}夫 
定ボタンを}甲す。 


H !。！ r H r r … む - 


5 t / A ボタンで rSBNORMJ を選んでミ夫 
定ボタンを巧す。1 


8スピーカーのちり無しを確認する。 

測定び終わると「3日： NEXT 」 と表示されま 
す。3日秒間何ち操作びないとさは自動で手順 
9へ進み、 Auto MCACC 設定び再開されま 
す。 

\ 1 \ボタンで各スピーカーの測定結果を確認 
し、実際のスピーカー接続と合っているかを確 
認することもでさます。 



6自動測定び開始されます。 

-マイクび正しく接続されているかを確認し 
て < ださい。 

• 本機は、サブウーファーび接続されている 
かを電源び入るたびに自動検出します。ヴ 
ブウーファーを接続しているとさは、サブ 
ウーファーの電源を入れて音量を適度に上 
げておいて < ださい。 

7 Auto MCACC 設定び開始されます。 

スピーカーシステムの確認のためテスト I -ーン 
び出力され、測定中を示す表示になります。測 
定中はできるだけ静かにしてください。また、 
テストトーンによる測定中は音量を調節しない 
でください。正しく測定されないことびありま 
す。騒音び大さい場合は 「 NOISY !」 表示び已 
秒間点滅します。 「 RETRY ?」 と表示されます 
ので、部屋の騒音をちラー度確認し、静かにし 
てから巧定ボタンを押して設定をやり直しま 
す。 


有無 

スピーカー'''\ 

接続している 

接続していない 

F 

フ□ント左ち 

YES 

NO 

C 

センター 

YES 

NO 

S 

サラウンド左ち 

YES 

NO 

SB 

サラウンドバック 

YES 

NO 

SW 

サブウーファー 

YES 

NO 


スピーカーの測定結果び間違っていたとさは 
\ 1 \ ボタンでスピーカーを選んで和 /-► ボタン 
で設定を変更します。 

エラー ( ERR ) び表示されたときは、マイクや 
スピーカー接続に問題びあるかもしれません。 
ERR 」 表示には下のような種類びあります。 

• ERR M にーマイクの接続を確認してくだ 
さい。 

• ERR Fch — フ□ントスピーカーの接続を 
確認してください。 

• ERR Sch -ヴラウンドスピーカーの接続 
を確認してください。 

• ERR SBch -ヴラウンドバックスピー 
力一の接続を確認してください。 

• ERRSW — サブウーファーの電源を入れ 
て音量を上げてください。 

「 RETRY 」 を選んで再測定しても同じエラーび 
表示されるとさは、電源を切ってからスピー 
力一の接続を確認してください。 


因メモ 

1サラウンドバックスピーカー端テに接続したスピーカーをフ□ントスピーカーのバイアンプ用として使用するときや、 
他の部屋でのステレオ再生用スピーカーとして使用するとさは、ここでの設定を変更します。詳しくは「サラウンド 
バックスピーカーを設定する （ S 目. SYSTEM )」（40 ページ）をご覧ください。 















〔簡単ガイド 


9 [CHECK OKJ と表示をせてか6巧定ボタ 
ンを}甲す。 

スピーカー出カレベル、スピーカーまでの距 
離、周波数特性の補正び開始され測定中を示す 
ディスプレイとなります。 

サブウーファーのボ U ュームび高すざるとさは 
rsw.v 日 LDOWN 」 表示び、低すざるとさは 
rsw.voLUP 」 表示び己砂間点滅します。 
「 RETRY ?」 と表示されますので、サブウー 
ファーの音量を調節してからミ夫定ボタンを巧し 
て設定をやり直します。 

10ディスプレイに rSKIP ? J と表巧された6 
自動測定は終了です。 

下記の項目を巧定ボタンで選び、 
それぞれの設定値を確認することびでさます cJ 
戻るボタンを巧すと一つ前の表示に戻ります。 


• CHKSP — 接続したスピーカーの有り無 
しと低音再生能力の有り無し 



確認び終了したら手順]]へ進みます。 


11 rsKip ? j を選んで決定ボタンを}甲す。 

Auto MCACC び終了し、システムセツトアツ 
プに戻ります。 

アコースティック EQ び自動的に ON になり 
MCACC インジケーターび点灯します。 

Auto MCACC では自動で最適なサラウンド環 
境を設定しますび、システムセットアップから 
項目を選んで、各設定を手動で調整することを 
でさます。詳しくは4日ページをご覽くださ 
い。 

Auto MCACC 設定時におけるその他 

の巧題 

部屋の環境び Auto MCACC 設定に適していな 
い場合（騒音び大さい、壁の残響び大さい、ス 
ピーカーとマイクの間に障害物びあるなどの場 
合)、正しい測定結果を得られないことびあり 
ます。測定に影響を与える可能性のある機器 
(エアコン、冷蔵庫、扇風機など）を確認し、 
必要に応じてそれらの電源を切ってください。 

フ□ントパネルの表示部にメッセージび表示さ 
れた場合は、その指示に従ってください。 

• 旧型のテレビによっては、マイクでの測定 
に影響を与えるちのびあります。その場合 
は 、 Auto MCACC 設定のときだけテレビ 
の電源を切ってください。 


0 メモ 

1•スピーカーの大小判定について、コーンサイズ] 2 cm 程度の同じスピーカーを使っていても、測定時の部屋の環境 
によっては異なった判定をすることびあります。この場合は「聴感によるスピーカーの設定を行う （SP SETUP )」 
(45 ページ）で手動で設定を変更できます。 

-スピーカーまでの距離について、サブウーファーまでの距離び、 U スニングポジションから実際の距離よりわ遠めに 
設定されることびあります。この設定は遅延補正や部屋の特徴を考慮に入れた正しい設定値のため、特に変更する必 
要はありません。 
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位相を合わせて音の巧ち消し合いを 
防ぐ （PHASE CONTROL ) 

マルチチャンネル再生する際 、 LFE (超低域） 
信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブ 
ウーファーや他の最適なスピーカーに振り分け 
る処理びされます。しかしこの処理には原理 
上、位相びズレてしまラ周波数（群遅延）び発 
生し、低域だけび遅れて聞こえたり他のチャン 
ネルとの干渉により低音の打ち消し合いび発生 
してしまうなどの問題びあります。本機では、 
PHASE CONTROL モードを ON にすること 
で、原音に忠実な力強い低音を再現でさます。 
工場出荷時は日 N に設定されています。通常は 
日 N でのご使用をお勧めします。^ 

位相とは2つの音波の時間的関係を表していま 
す。2つの音波の山と山び合っている状態を位 
相び合っている、合っていない状態を位相びズ 
レていると言います。 


PHASE CONTROL 


フ□ン トス ピーカー 

4) 勺\' 


音源 


4)'' 


U スニング 
ポジション 


\ f - 




1 (:/) 


サブウーファー 


タイミングが 
遅れて打ち消し 
合ってし语状態 


• 1」ズムびぼやけてはっきりしない 
• 低音の量感び失われている 
• 楽器の1」ア I 」ティびない 


PHASE CONTROL 




音源 


フ □ン トス ピーカー 

寺） 


U スニング 
ポジション 


邸 ）’"—V 一 ---. 

サブウーファー 



• 1」ズムびはっさりする 
• 低音の量感び失われない 
• 楽器の1」ア1」テイを感じる 



• PHASE CONTROL モードを ON にする。 

ボタンを押すたびに、 ON と日 FF び切り換わ 
ります。 


因メモ 

1 - PHASE CONTROL 機旨封まヘッドホン使用日寺にち効果な^友0ます。 

•サブウーファー本体に PHASE 切換スイッチびついているときはプラス側 （0° 側）に設定してください。ただし、 
本機の PHASE CONTROL を ON にしても効まび分かりにくいときは、サブウーファーの固体差び考えられますの 
で、効まの大さいちを選んでください。また効果びわかりにくいとさはサブウーファーの向さ、場所を少しずつ変え 
てみることちお勧めします。 

-サブウーファー内蔵の Lowpass フィルタスイッチを OFF にしてください。 OFF にできないサブウーファーは高い 
カットオフ周波数に設定してください。 

-スピーカーの距離を正しく設定しないと 、 PHASE CONTROL の効果び正しく出ない場合びあります。 
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接続 


接続コードについて 

コードやケーブルを本機の上や近くに置かない 
よラま意してください。コードやケーブルび本 
機の上に置かれていると、本機の電源装置から 
磁場び生じて、スピーカーから雑音び発生する 
ことびあります。 

A mm 

-機器の接続を行ラとさは、必ず電源を切り、 
電源コードをコンセントから抜いてください。 

-電源コードを抜くとさは、必ず本機の電源 
を切ってから抜いてください。 

アナ□グオーディオコード 

アナ□グのオーディオ機器に接続するには、オー 
ディオコードを使用します。一般的なホ/白プラ 
グのケーブルで、ホいプラグを R (ち）端テに、 
白いプラグを L (左）端テに接続します。 


アナ□グオーディオコード 



デジタルオーディオケーブル 

デジタル機器と本機を接続するには、市販の同 
軸デジタルケーブルまたは光ファイバーケーブ 
ルを使用します J 



同軸デジタル 光ファイバー 

ケーブル ケーブル 


ビデオコード 続 

ビデオコード 

一般的な映像用コードで、コンポジットビデオ 
端テに接続します。オーディオコードと区別す 
るため、黄色のプラグです。 

ビデオコード（黄） 

S ビデオコード 

輝度信号 （ Y ) と色信号 （ C ) を分離して伝送 
することびでさるため、コンポジットよりち高 
品位な映像品質を楽しめます。 

S VIDEO 

ィ獄 



S ビデオコード 

D 端モケーブル 

輝度信号と2つの色差信号にわけて伝送でさる 
ケーブルです。 S ビデオコードよりち高品位な 
映像を楽しめます。 

D VIDEO 



皆 


D 端テケーブル 


因メモ 

]. 光ファイバーケーブルを接続するときは、端テの向さを合わせてしっかり奥まで差し込んでください。誤った向さでむ 
りやり挿入すると、端テび変形し、ケーブルを抜いてわシャッターび閉まらなくなることびあります。 

-急な角度に折り曲げないでください。保管するときは、直径び]已 cm じ(上になるようにしてください。 

-同軸デジタルケーブルには一般的なビデオコードび代用でさます。 
















テレビと DVD プレーヤーを接続ず 
る 

テレビ/ DVD プレーヤーと本機の接続につい 
て説明します。 

1 DVD プレーヤーの同軸デジタル音声出力 
と、本機の DIGITAL IN COAX ! ( DVD / 
LD ) 入力を接続する。 

接続には同軸デジタルケーブルを使用します。^ 

2 DVD プレーヤーのステレオ音声出力^お 
よび映像出力と本機の DVD/LD AUDIO / 
VIDEO IN 端子を接続する。 

一般的なビデオ コー ドとオーディオ コード3 を 
使用します。 


• DVD プレーヤーにマルチチャンネルアナ □ 
グ音声出力端子びある場合は、「マルチチャ 
ンネルアナ□グ機器を接続する」 （1 己ペー 
ジ）での接続ち法をご覽ください。 

3 TV のアナ□グ音声出力と本機の TV/SAT 
入力を接続する。 

これはテレビのチューナーを使って音声を楽し 
む場合にオーディオコードを使用します。 
テレビにデジタルチューナーび内蔵されている 
場合は、光ファイバーケーブルを使用してテレ 
ビの光デジタル音声出力と本機の DIGITAL 
OPT 2( TV / SAT ) 入力を接続することもでさ 
ます。 


4本機の MONITOR OUT 端子とテレビの 
映像入力端子を接続する。 

一般的なビデオコードを使用してコンポジット 
ビデオ端テに接続します。 * * 3 4 


テレビ 



因メモ 

1 DVD プレーヤーに光デジタル音声出力端子しかない場合は、光ファイバーケーブルを使って本機の OPT ] または 
0 PT 2 端テに接続することびできます。この際、本機の入力設定で光デジタル入力端テの設定を行ラ必要びあります。 
詳しくは「入力に関する設定を行う （ INASSIG .)」（47 ページ）をご覧ください。 

2この接続は、 DVD プレーヤーからアナ□グ音声での録音の際に必要となります。 

3 DVD プレーヤーに S ビデオ映像出力端子びあるときは、 S-VIDEO DVD/LD IN 端テに接続することでより良い映像 
をお楽しみいただくことびでさます。 D ビデオ映像出力端子びあるとさわ同様です。詳しくは 「 D 4 ビデオ映像端子を 
使用する」 （18 ページ）をご覧ください。 

4 S-VIDEO MONITOR OUT 端テに接続することでより良い映像をお楽しみいただくことびできます。また、本機の 
D4 VIDEO MONITOR OUT 端テを使ってテレビと接続する場合は、 「 D 4 ビデオ映像端テを使用する」 （18 ページ) 
をご覧ください。 






















































マルチチャンネルアナ□グ機器を接続す 

る 

DVD オーディオや SACD の再生には DVD プ 
レーヤーの己.1チャンネルアナ□グ出力を使用 
します。本機の DVD 己. 1 CH INPUT 端テの接 
続は！;(下のとおりです cJ 



BS / CS / 地上デジタルチユーナ ー 
を接続する 

衛星放送やケーブルテレビチューナー、地上波 
デジタルチューナーなどの映像機器との接続に 
ついて説明します。 


1チューナー機器の音声/映像出力と、本機 
の TV/SAT AUDIO/VIDEO IN 端子を接続 
する。2 

音声の接続にオーディオコード、映像の接続に S 
一般的なビデオコードを使用します。^ ^ 

2チューナー機器の光デジタル音声出力と本 
機の DIGITAL OPT 2( TV / SAT ) 入力を接続 
します。 

接続には光ファイノ くーケーブルを使用します。4 



BS/CS / 地上 
デジタルチューナー 


因メモ 

1マルチチャンネルアナ□グ入力を再生するには入力を DVD S.lch 入力に切り換える必要びあります （37 ページ)。 
2すでにテレビの接続に TV/SAT 入力を使用している場合は、他の入力に接続してください。 

3チューナー機器に S ビデオ映像出力端子びあるときは、 S-VIDEO TV/SAT IN 端テに接続することでより良い映像 
をお楽しみいただくことびでさます。 D ビデオ映像出力端子びあるとさわ同様です。詳しくは 「 D 4 ビデオ映像端テを 
使用する」 （18 ページ）をご覧ください。 

4チューナー機器に同軸デジタル音声出力端子しかない場合は、同軸デジタルケーブルを使って本機の COAX ] または 
C 0 AX 2 端テに接続することびでさます。この際、本機の入力設定で同軸デジタル入力端テの設定を行ラ必要びありま 
す。詳しくは「入力に関する設定を行う （ INASSIG .)」（47 ページ）をご覧ください。 

























































































オーデイオ機器を接続ずる 

アナ□グ音声機器（カセットデッキなど）を該 
当の端テに接続して<ださい。録音機器の場合 
は、本機の4つの端テ (AUDIO IN L / R 、 
AUDIO OUT L / R ) への接続び必要です cJ 
再生のみの機器の場合は、 AUDIO IN L/R に接 
続するだけです。 

1オーディオ機器にデジタル出力びあるとを 
は、本機のデジタル入力と接続する。 

ちの接続例では同軸デジタルケーブルを使用し 
て COAX 2 ( CD ) 端テに接続しています。 

2化要であれば、オーディオ機器のアナ□グ 
音声出力か6本機のほ用していない音声入力に 
接続する。 

デジタル出力のないオーディオ機器を接続する 
場合や、デジタル機器から録音したいとさは、 
オーディオコードで接続します。 

3録音機器と接続する場合は、本機のアナ □ 
グ音声出力 （ REC ) と録音機器のアナログ音声 
入力を接続する。 

ちの接続例ではオーディオコードを使用して 
CD - R / TAPE/MD アナ□グ出力端子 ( REC ) 

にアナ□グ接続しています。 



WMA 9 Pro デコーダーについて 

本機は WMA 9 Pro デコーダーを内蔵していま 
すので、 WMA 9 Pro 対応プレーヤーと同軸ま 
たは光ファイバーケーブルでデジタル接続する 
ことによって、 WMA 9 Pro でエンコードされ 
た音声を本機でデコードして再生することびで 
きます。 WMA 9 Pro 対応プレーヤーとしては、 
DVD プレーヤー、セットトップボックスなど 
び考えられます。ただし、それらの機器の同軸 
または光出力端子から WMA 9 Pro 音声を出力 
でさる場合のみ、本機でデコードして再生する 
ことびでさます。 


因メモ 

1 ( MD デッキなどの）デジタル機器とアナ□グ機器の間で録音する場合は、デジタル機器についてもアナ□グ音声接続 
び必要です。 


















































Plays SS 

Windows 

Media™ 


WinclowsMeclia @ 及び Windows □ゴは米国 
Microsoft Corporation の米国及びその他の国 
における登録商標または商標です。 


DVD レコーダーや ビデオデッキ 
を接続する 

本機は DVD レコーダーやビデオデッキなどの 
デジタル/アナ□グ録画機器とデジタルでちア 
ナ□グでち接続することびでさます。 

1録画機器の音声/映像出力と本機の DVR / 
VCR AUDIO/VIDEO IN 端テを接続する。1 

音声の接続にオーディオコード、映像の接続に 
一般的なビデオコードを使用します。 

2録画機器の音声/映像入力と本機の DVR / 
VCR AUDIO/VIDEO OUT 端子を接続する。2 

音声の接続にオーディオコード、映像の接続に 
一般的なビデオコードを使用します。 

3録画機器にデジタル音声出力びある場合は、 
本機のデジタル入力と接続する。 

ちの接続例では光ファイノ くーケーブルを使用し 

て OPT 1 ( DVR / VCR ) 端テに接続していま 
す。3 



因メモ 

1 DVD レ〕ーダーなどに S ビデオ映像出力端子びあるときは、 S-VIDEO DVR/VCR IN 端テに接続することでより良 
い映像をお楽しみいただくことびでさます。 D ビデオ映像出力端子びあるとさわ同様です。詳しくは 「 D 4 ビデオ映像 
端子を使用する」（下記）をご覧<ださい。 

2 S-VIDEO DVR/VCR OUT 端テに接続することでより良い映像をお楽しみいただくことびできます。 

3映像機器に同軸デジタル音声出力しかない場合は、同軸デジタルケーブルを使って本機の COAX ] または C 0 AX 2 端 
テに接続することびでさます。その際、本機の入力設定で同軸デジタル入力端テの設定を行ラ必要びあります。詳しく 
は「入力に関する設定を行う （IN ASSIG .)」（47 ページ）をご覧ください。 















































D 4 ビデオ映像端子を使用する 

D 4 ビデオ映像端テでの接続はコンポジット接 
続に比べ高画質な映像を伝送します。入力機器 
とテレビの両方に D 端テびある場合、プ□グ 
レッシブスキャン映像やちらつさのない高品位 
な映像をお楽しみいただけます。詳しくはテレ 
ビと入力機器の取扱説明書をご覽になり、それ 
らびプ□グレッシブスキャン映像に対応してい 
るか確認してください。 



^重要 

D 4 VIDEO 端テで入力機器と接続して高画質な 
映像を楽しむには、テレビを本機の D 4 

VIDEO MONITOR OUT 端テに接続する必要 

びあります。 


1入力機器の D ビデオ映像出力と本機の D 4 
VIDEO IN 端子を接続する。 

D 端テケーブルを使用します。 

2 iK 要に応じて D 4 VIDEO IN 端子の設定を 
巧ラ。 

次の初期値のとおりに接続していない場合のみ 
設定び必要です。 


• D . TR 1( D 4 VIDEO IN 四一 DVD/LD 


• D . TR 2 ( D 4 VIDEO IN 回）一 TV/SAT 


詳しくは 「 D 4 映像入力を設定する」 （48 ペー 
ジ）をご覧ください。 

3本機の D 4 VIDEO MONITOR OUT 端子 
と、テレビの D ビデオ映像入力を接続する。 

D 端テケーブルを使用します。 

フ□ントビデオ入力端子を使用する 

フ□ントパネルの入力端テを使って機器を接続 
できます。接続した機器を再生するとさは、 

VIDEO/FRONT AUDIO ボタンを巧して 
VIDEO 入力を選択します。 
























































































フ□ントオーディオ入力端子を使用する 

フ□ントパネルのオーディオ入力端テを使って 
機器を接続でさます。接続した機器を再生する 
ときは、 VIDEO/FRONT AUDIO ボタンを 
押して F.AUDIO 入力を選択します。接続には 
ステレオ ミニ ジャックを使用します。 



アンテナを接続する 

AM ループアンテナと FM アンテナを下図のよ gk 
うに接続します。受信状態と音質を良好にする M 

には外部アンテナの接続をお勧めします（下記 
の「外部アンテナを接続する」をご覽くださ 
い）。 



1 AM アンテナコードの両端の被覆をはがす。 

2端子のツメを開いて AM アンテナコードの 
両端を確実に是し込み、ツメを閱じて固定す 
る。 

3 AM ループアンテナを組み立てる。 

AM ループアンテナは図 a 〜 b をご覽になり組 
み立ててください。 

-壁などに取り付けるとさは、受信状態の良 
い場所にネジや画びようなどを使って取り 
付けます（図 C )。 

4受信が態びち<て平6な場所に AM アンテ 
ナを設置する。 

已 AM ループアンテナと同様に FM アンテナ 
をち続する。 

FM アンテナは受信状態を良好にするために、 

壁や窓枠などに沿って縦ち向に充分に伸ばして 
<ださい。 
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か部アンテナを接続する 
FM の受信感度を上げるために 

F 型コネクターを使って、屋外用 FM アンテナ 
を接続します。 



AM の受信感度を上げるために 

付属の AM ループアンテナを接続したまま、 

已 m 〜6 m の長さの AM 外部アンテナ（ビ 
二ール被覆線）を AM L 0 日 P 端テに接続しま 
す。屋外に設置ずるとさは、受信感度を上げ 
るためアンテナを水平に伸ばして使用してく 
ださい。 



AM 外部アンテナ 
を接続しても AM 
ループアンテナ 
はがさないでく 
ださい。 


ビ ニール 

被覆線（已 m 〜已 m ) 


妾雙ナ端子 





















スピーカーを接続ずる 

スピーカーの接続ち法は状況によってさまざまですび、下に示すのはサブウーファーを含む8本 ^ 
のスピーカーを接続した一般的な例です。1；(下に示す方法を参考に、お持ちのスピーカーの数に合 続 

わせて接続してください。本機は最低2本のスピーカー（図のフ□ントスピーカー）び接続されて 
いれば音を再生でさますび、少なくとも3本、でされば全8本のスピーカーを接続することをお勧 
めします。なお、サブウーファーを使用しないときは、フ□ントスピーカーの設定を 「 LARGE 」 

に設定してください （4 己ページの「スピーカーの設定を行う」をご覧ください)。 

スピーカー端テについて、視聴位置のち側にあるスピーカーは R 端テに、左側にあるスピーカーは 
L 端テにつなざます。接続するときは、スピーカーの極 I' 生 （+/—) と本機の極性 （+/—) を必ず合 
わせてください。サラウンドバックスピーカーを]本だけ接続するときは 、 SURROUND BACK L m 
テに接続してください。 

• スピーカーは、インピーダンスび目 Q 〜] 6 Q のスピーカーをご使用ください。 

すべての接続び終わってから、最後に電源コードをコンセントに差し込んでください。 


フロント 
スピーカー 
L R 


センター 

スピーカー 

C 


サラウンド 
スピーカー 
LS RS 


サラウンドパック 
スピーカー 
SBL SBR 






































































































• サラウンドスピーカーやサラウンドパック 
スピーカーは、視聴位置での耳の高さから 
6日 cm 〜9日 cm 上ちに、少し下向きに配 
置してください。それぞれの左/ちスピー 
カーび向さ合わないように置さます。 

• 最適なサラウンド再生のために、1；(下の 
「スピーカー配置図」を参考にして各スピー 
カーを設置してください。安全と音質向上 
のため、しっかりと安定させて設置してく 
ださい。 

d ミち意 

• センタースピーカーをテレビの上に置く 
ときは必ず適切な方法で固定してください。 
地震などの振動によりスピーカーび落下し 
て人びけびをしたり、物を破損する原因と 
なります。 


1スピーカーコードの巧端をねじる。 

2スピーカー端モを緩め、スピーカーコード 
を是し込む。 

-スピーカー端テにはバナナプラグち接続で 
さます。 

3スピーカー端子をしめる。 

スピーカー 端子について 

スピーカーコードを接続するとさは、芯線を 
しっかりねじり、スピーカー端テからはみ出し 
ていないことを確認してください。芯線び U ア 
パネルに接触したり、芯線どうしび接触すると 
保護回路び働いて電源びスタンバイ状態になる 
ことびあります。 

接続には市販のスピーカーコードと才ーディオ 
コードをご使用ください。音質をよくするため 
には、より高品質なスピーカーコードをご使用 
<ださい。 

d ミち意 

スピーカー端テには非常に高い電圧び出力され 
ます。感電の危険を避けるため、スピーカーを 
接続する前に必ず電源コードを抜いてくださ 
い。 

スピーカー 配置にごいて 

スピーカーは通常、製品設計により設置する場 
所び特定されています。床に置くフ□ア型もあ 
れば、スタンドを使って設置することで最高の 
音質を発揮するタイプもあります。また、壁の 
近くに配置すべきものをあれば、壁から離して 
配置すべきものをあります。スピーカー配置で 
音質に影響のあるポイントをじ(下にまとめまし 
たので、使用されるスピーカーの配置について 
の説明びありましたら参考にしてください。 

• フ□ント左/ちスピーカーは、それぞれテ 
レビから等距離になるよラに配置してくだ 
さい。 


型な入をは。りにン-て 
磁でをどさいよ下セピし 
防型源なとさをからスに 
、磁電れなだ音上かトラ 
は防のずラ < のの置ンよ 
- 。ビ色よてビビ位□い 
力すレりのしレレ聴フな 
-まテたそ離テテ視、ら 
ピし、し。ら、、たはな 
スめで色すかはにま離く 
<勧渉変まビ-め。距近 
置お干びりレカたいのち 
にをる面あテ-るさ-り 
く-よ画びをピすだ力よ 
近力ににと-ス生く-離。 
の-力さこ力-再てピ距い 
ビピ磁とす-夕にしスのさ 
レスとたこピン然置--だ 
テのいれ起スセ自配タカ< 









スピーカー配置図 

下の図は 7.1 チヤンネルのスピーカーの設置例 
です。 



電源コードを接続する 

すべての接続び終了したら電源コードを家庭用 P 
電源コンセント ( AC 100 V )に接続します。] 続 



因メモ 

1旅行などで長期間本機を使用しないとさは、必ず電源コンセントから電源コードを抜いておいてください。 
































































BIJI (f 部の名祿 


) 


各部の名が i 

フ□ントパネル 



1入カフアンクシヨン切り換えボタン 

再生する入力機器を選びます。 

2 ディスプレイ 

「ディスプレイ」に6ぺージ）をご覽ください。 

3 MCACC インジケーター 

アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ を 
ON にしているとさに点打します （42 ページ)。 

4 ENTER 

5 MULTI JOG ダイヤル 

さまざまな設定やメニューを選択します。 


6 LISTENING MODE ボタン 
STEREO / F . S.SURR 

ステレオ再生とフ□ントサラウンド-アド 
バンス再生を切り換えます （33 ページ)。 

STANDARD 

サラウンド再生のためのデコードを行いま 
す。また □□ Pro Logic llx と Neo : 6の 
デコードち法を切り換えます （3] ペー 
ジ)。 

ADVANCED SURROUND 

ADVANCED SURROUND モードを切 0 
換えます （32 ぺージ)。 

7 PHASE CONTROL 

PHASE CONTROL モードの ON/OFF を切0 
換えます （12 ページ)。 
































































〔る部の名祿 


8 ACOUSTIC EQ 

アコースティックキャ U ブレーシヨン EQ を選 
択します（34、42ぺージ)。 

9 AUTO SURR/DIRECT 

オートサラウンド再生 （3] ページ）とダイレ 
クト再生 （34 ページ）を切り換えます。 

10 6 STANDBY/ON 

11 PHONES 端子 

へッドホンを接続します。へッドホンび接続さ 
れているとさは、スピーカーからは音び出ませ 
ん〇 

12 SOUND RETRIEVER 

ヴウンドレト U バー機能の日 N / OFF を切り換 
えます （37 ぺージ)。 

13 MIDNIGHT/LOUDNESS 

ミッドナイト機能および、ラウドネス機能を選 
択します （37 ページ)。 

14 SB か PROCESSING 

サラウンドバックチャンネルモード （3 己ペー 
ジ）や、バーチャルサラウンドバックモード 
(36 ページ）を選択します。 

15 TONE 

卜ーンコント □ ールを選択します。低音/局音 
の調整は MULTI JOG ダイヤルを使用します 
(37 ぺージ)。 

16 SPEAKERS 

スピーカーシステムを切り換えます（己6ペー 
ジ)。 

17 SIGNAL SELECT 

入力信号を選択します （3 己ページ)。 

18 TUNING/STATION 

ラジオ放送の周波数や放送局を選択します。 


20システムセットアップ用ボタン 
SETUP 

MULTI JOG ダイヤルとともにシステム 
セットアップ設定を行います （39 ペー 
ジ)。 

RETURN 

システムセットアップの設定で、 ] つ前の 
画面に戻ります。 

21 VIDEO / AUDIO 入力端子 

ビデオカメラやゲーム機などを接続することび 
でさます （18 ページ)。 

22 USB 入力端子 

マスストレージクラスに対応した USB フラッ 
シュメモ U —を接続して再生することびできま 
す（已4ページ)。 

23 MCACC/AUDIO IN 端子 

付属のセットアップ用マイクを接続します （9 
ページ)。また、ステレオミニジャックを使用 
してポータブレ再生機器などを接続することび 
でさます （19 ページ)。 

24 MASTER VOLUME ダイヤル 


各部の名赖 


19 TUNER EDIT 

放送局を記憶したり、名前をつけます（己1 
已2ぺージ)。 
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ディスプレイ 


12 


3 4 已巨 


7 8910 




12 13 141 已 16 17 18 19 2021 22 


1 SIGNAL SELECT インジケーター 

再生している機器の入力信号の種類び点灯しま 
す。 

AUTO 

入力信号の切り換えび AUTO のとさに点 
好します （3 己ページ)。 

SB 

入力信号からサラウンドバックチヤンネル 
信号を検出したとさ点打します。 

DIGITAL 

デジタル音声信号び入力されているとさに 
点灯します。 

□□ DIGITAL 

ドルビーデジタル信号び入力されていると 
きに点灯します。 

DTS 

DTS 信号び入力されているとさに点灯し 
ます。 

ANALOG 

アナ□グ信号び入力されているとさに点灯 
します。 

MPEG 

MPEG -2 AAC 信号び入力されているとき 
に点灯します。 

2 CIS 

DTS マルチチヤンネル信号をデコードしてい 
るときに点灯します。 


3 □□ DIGITAL 

Dolby Digital マルチチャンネル信号をデコー 
ドしているときに点灯します。 

4 □□ PRO LOGIC llx 

ドルビープ□□ジック II 処理またはドルビープ 
□ □ジック llx 処理をしているときに点灯しま 
す。詳しくは「サラウンドで再生する」 （3] 
ページ）をご覽ください。 

已 VIR.SB 

ノ くーチャルサラウンドバック処理時に点好しま 
す （36 ページ)。 

巨 DIRECT 

ダイレクト再生時に点灯します。ダイレクト再 
生時は I -ーンコント□ールなどの機能び無効に 
なり、入力音声の音源を忠実に再生します 
(34 ぺージ)。 

7 AUTO SURR. 

オートサラウンドモード選択時に点好します。 
詳しくは「オートサラウンドで再生する」 （31 
ページ）をご覧ください。 

8 ATT 

インプットアッテネーター機能び選ばれている 
ときに点打します。 

9 SLEEP 

ス U —プタイマー設定時に点灯します (30 
ぺージ）。 
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( 各部の名祿 


吕吕吕吕吕吕 
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DD 吕吕吕吕吕 
吕吕吕吕吕吕 
吕吕吕吕吕吕 

巨••••0••••巨 

+ ]^J]I 

L 試苦 



















































〔る部の名祿 


10 チューナーインジケーター 

丫旬 

ラジオ放送を受信しているとさに点打しま 
す。 

0 (MONO インジケーター） 

MPX ボタンを巧してモノラル受信に設定 
しているときに点灯します（己]ページ)。 

00 (STEREO インジケーター） 

ステレオで受信しているときに点灯しま 
す。 

11 スピーカーインジケーター 

現在選択されているスピーカーシステムび点灯 
します（己6ぺージ)。 

12 キャラクター表巧部 

13 Neo:6 

Neo:6 処理しているときに点灯します。 

14 ADV.SURR. ( アドバンスドサラウンド） 

アドバンスドサラウンドモードに設定されてい 
るときに点好します （32 ページ)。 

15 MPEG 

MPEG-2 AAC マルチチャンネル信号をデコー 
ドしているときに点灯します。 

16 WMA9 Pro 

WMA9 Pro 信号をデコードしているとさに点 
灯します。 

17 MIDNIGHT 

ミッドナイト機能を使用しているときに点灯し 
ます （37 ぺージ)。 

18 D.E. 

ダイア□グエンノ Vンスメント機能を使用してい 
るときに点灯します （37 ページ)。 

19 LOUDNESS 

ラウドネス機能を使用しているときに点灯しま 
す （37 ぺージ)。 

20 EX 

Dolby Digital Surround EX 信号をデコードし 
ているときに点灯します。 


21 音量表示 

22 アコースティックキャ U ブレーシヨン EQ 
の表巧 

各チャンネルの周波数特性を表示します。詳し 
くは「補正カーブを確認する」 （44 ページ）を 
ご覽ください。また、サウンドレト U パー機能 
び日 N のときは [L] と [R] び点灯します （37 
ぺージ)。 

MPEG-g AAC 

MPEG-2 才ーディオの標準ち式の一つで、巨 S 
デジタルや地上デジタル放送で採用されている 
音声符号化規格です。高圧縮率なびら高音質を 
確保でさる点び特長で、番組内容によりマルチ 
チヤンネル設定び可能なフオーマツトです。 


米国におけるパテントナンバー 


08/937,9己0 

己297 236 

5848391 

4,914,7日] 

己，291，已己7 

己，23已， 67] 

己，4己1，9己4 

07/640,已己〇 

己400 433 

己，已79,430 

己，222，189 

08/678,666 

己，3己7,已94 

98/03037 

己752 22己 

97/0287已 

己，394,473 

97/02874 

己，己83,962 

98/03036 

己，274,740 

己，227,788 

5,633,981 

己，28已，498 

已，481，614 

己，490，170 

已，已92,己84 

已，264,846 

己，781，888 

己，268,68己 

08/039,478 

己，37已，189 

08/211,547 

己，己81，6己4 

已，703,999 

日己-183,988 

08/己已7,046 

已，己48,已74 

08/894,844 

08/己06,729 

己299,238 

08/己76,49已 

已，299,239 

己，717,82] 

已，299,240 
已，197,087 

08/392,7己6 


各部の名赖 
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y モコン 



1 入力切換 

再生する入力機器を選びます （シフト ボタンを 
押しなびら使用すると、逆の順番で選択でさま 
す）。 


3 マルチコント□ールボタン 

操作したい機器を選びます。 
r テレビ操作」、 「CD-R/TAPE」、「USB」 を選 
ぶとさは シフ トを押しなびらボタンを押しま 
す。 

4 アンプコントロールボタン 
AUTO SURR 

オートサラウンド再生 （3] ページ）とダ 
イレクト再生 （34 ページ）を切り換えま 
す。 

STEREO/F.S.SURR 

ステレオ再生とフ□ントサラウンド-アド 
バンス再生を切り換えます （33 ぺージ)。 

STANDARD 

STANDARD モードを選択し、 Pro Lo 呂 ic 
llx や Neo:6 の各モードを切り換えます 
(31 ぺージ)。 

ADV.SURR 

アドバンスドサラウンドモードを切り換え 
ます （32 ぺージ)。 

PHASE 

PHASE CONTROL モードの ON/OFF を 
切り換えます （12 ページ)。 

ACOUSTIC EQ 

アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ 
設定を選択します （42 ぺージ)。 

ダイア□グ 

ダイア□グエン八ンスメント機能の日 N/ 

日 FF を切り換えます （37 ページ)。 

サウンドレトリパー 

ヴウンドレト U バー機能の日 N/ 日 FF を切 
り換えます （37 ページ)。 

消音 

消音します。ちラー度巧すと解除されま 
す。 


2 AV アンプむ 

本機の電源を入/切します。 
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エフェクト/ CH 選が 

チャンネルを選択し、 レベル +/- ボタンを 
使用してチャンネルレべ J レの調整をしま 
す。また 、 ADVANCED SURROUND 
モードの効果を調整したり （32 ページ)、 
Dolby Pro Logic llx Music モードや 
Neo :6 モードの設定項目を調整します。 
その際は レベル +/- ボタンも使用します。 
レベル +/- 

エフェクト/ CH 選が ボタンと組み合わせ 
て各種効果やレベルなどを調整します。 

音 ■+/- 

音量を調節します。 

已チューナ_/他機器操作/設定ボタン 

iU 下のボタン操作はマルチ コント□ー ルボタン 
で操作する機器を選択したあとに操作でさます。 

ワンタッチダビング 
(シフト+トップメニュー） 

DVD レコーダーで、 DVD から HDD へ、 
HDD から DVD へワンタッチでダビング 
します。 

トップメニュー 

DVD ディスクのトップメニューを表示します。 

番組表 

衛星放送などの番組表を表示します。 

設定 

本機のシステムセットアップになります。 

戻る 

本機のシステムセットアップで]つ前の画 
面に戻ります。 

メニュ ー 

DVD やテレビなどのメニュー画面を表示 
します。 

T.EDIT 

チューナー操作で、放送局を記憶させた 
り、名前をつけたりします。 


巨 1 4如- ► ( TUNE/ST +/-) / 巧定 

本機のシステムセットアップ、または各種メ 
ニュー操作に使用します。また、 TUNE +/- 
はラジオの放送局を合わせるために、 ST +/- 
は記憶した放送局の呼び出しに使用します。 

また、シフトを押しなびらを押すと、 CH 
+/- ボタンとして使用することびでさます。 

7他機器操作ボタン 

►、■などのボタン操作はマルチコント□ール 
で操作する機器を選択してから行います。 

1；(下の DVD または DVD レコーダーの操作は 
シフトを巧しなびら行います。 

き幕 

ディスクに収録された字幕を選びます。 

音声 

ディスクに収録された音声を選びます。 

録画 

DVD または八ードディスクに録画します。 

録画停止 

録画を停止します。 

HDD/DVD 

DVD / HDD レコーダーで、 DVD と八ード 
ディスクの操作を切り換えます。 

8数をボタン/チューナーボタン/アンプ操 
作ボタン 

数字 ボタンは、チューナー操作で周波数を入力 
したり、 CD や DVD などのトラック番号など 
を選択します。 

巧定 ( DISC ) ボタンは、入力されたテレビの 
チャンネルなどを決定します。また、 CD チェ 
ンジャーなどではディスクを選択します。 

下のチューナーの操作はシフトを巧しなびら 
行います。 

チューナー表示 

ディスプレイに表示されている内容を切り 
換えます。 


各部の名赖 
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クラス 

放送局を記憶する3つのクラスを切り換え 
ます。 

MPX 

FM 放送の受信でステレオとモノラルを切 
り換えます。受信する電波び弱いとさにモ 
ノラルに切り換えると音声び聴さ取りやす 
くなります。 

□.ACCESS 

数を ボタンを使つて周波数を直接入力する 
とさに使用します。 

下のアンプ操作は AV アンプを巧してから行 
います。 

ミッドナイト 

ミッドナイト機能またはラウドネス機能を 
選択します （37 ページ）。 

アナログ ATT 

インプットアッテネーターを日 N / 日 FF します。 

ディ マー 

フ□ン トパネル表示部の明るさを4段階で 
切り換えます。 

ス U — プ 

ス U —プタイマーを設定します。設定時間 
は3日分、目日分、9日分の中から選びま 
す。設定後に スリープ ボタンを押すことで 
タイマーの経過時間を確認することびでさ 
ます。 

音声信号切換 

入力信号を選択します （3 日ページ)。 

SB 巳 h 

サラウンドバックチヤンネルモード （3 己 
ページ）や、パーチヤルサラウンドバック 
モード （36 ページ）を選択します。 


12 AV アンプ 

U モコンを本機の操作モードに切り換えます。 
システムセットアップなどを行うとさに使用し 
ます。 

13テレビコント□—ル 

マルチコント□ールの テレビ操作 ボタンに割り 
当てられたテレビを操作します。 

TV 6 

テレビの電源を入/切します。 

入力切換 

テレビの映像入力を切り換えます。 

チヤンネル +/- 

チヤンネルを切り換えます。 

音 ■+/- 

テレビの音量を調即します。 


g ぞ祖眉串 B 

衛星放送などで、番組情報を表示します。 

10シフト 

四角で囲まれたボタン（たとえば回国空!など) 
は シフト ボタンを巧しなびら操作します。 

11入力機器6 

本機に接続した他機器の電源を入/切します。 






〔機器の巧生 


第5章： 

機器の再生 


^重要 

• PCM 88.2 kHz /96 kHz や DTS 96 kHz 
(24 bit )、 WMA 9 Pro などの音声信号び入 
力された場合、選択することびでさない機 
能びあります。 


オートサラウンドで再生ずる 

AUTO SURROUND モードは、本機のさまざ 
まな音声再生モードのなかで最も簡単に最適な 
再生ち式を選択します。再生している音声信号 
を本機び自動で検出して、マルチチャンネルや 
ステレオなど最適な再生ち法を選択します cJ 



-再を中に 、 AUTO SURR を巧す。^ 

フ□ントパネル表示部に AUTOSURR . と表 
示されるまで、繰り返し巧してください。次に 
このモードび自動選択したデコード名称または 
音声フォーマット名称び表示されます。どの 
フォーマットび選ばれたかは、フ□ントパネル 
のデジタルフォーマットインジケーターを確認 
してください （26 ページ)。 


サラウンドで巧生する 


本機は、すべての音声をサラウンド再生するこ 
とびでさます。ただし、スピーカーの設定や入 
力信号の種類によって、選択でさるサラウンド 


再生の種類は異なります。 


サラウンドバックスピーカーを接続していると 
さは、「サラウンドバックチヤンネルを使う」 

(3 己ページ）もご覧ください。 


AUTO SURrI 晋 s— 1 j: が I STANDARD A 肌 S 叫 R 
PHASE ACOeUqST に タイアロ。 

C3QCD け 


-再生中に、 STANDARD を巧す。 

Dolby Di 呂 ital や DTS 、 ドルビーサラウンドな 
どのフオーマツトで圧縮された信号について 
は、適切なデコード形式び自動的に選ばれ、表 
示部に名称び表示されます。3 
ステレオ2 ch 音声信号のときは、 STANDARD 
ボタンを押してじ(下のモードを選択でさます。 


• Pro Logic llx MOVIE -最大 71 ch 

サラウンドで映画に適しています。 

• Pro Logic llx MUSIC 4 -最大 7. 1 ch 

サラウンドで音楽に適しています。 

• Pro Logic llx GAME -最大 7.1 ch 

サラウンドでゲームに適しています。 

• Pro LOGIC - 4. 1 ch サラウンドです 
(サラウンドス ピーカーからの 音声はモノラ 
ルです）。 


• Neo : 巨 CINEMA - 61 ch サラウンドで 
映画に適しています。 


因メモ 

1-ステレオ2かの（マト U ックス）サラウンド フォー マットは、 Neo :6 CINEMA または □□ Pro Logic llx 
MOVIE でデコードされます（詳しくは「サラウンドで再生する」（下記）をご覧ください）。 

-へッドホンを接続したときや 、 DVD 5.1 ch 入力を選尺すると AUTO SURROUND モードは解除されます。 

2ダイレクト再生機能わ選択することびでさます。詳しくは、「ダイレクト再生機能を使ラ」 （34 ページ）をご覧ください。 
3サラウンドバックチヤンネルモード （3 已ページ）び OFF 、 またはスピーカーの設定でサラウンドバックスピーカーび 
NO になっている場合、 □□ Pro Logic llx は □□ Pro Lo 居 ic II (5.1 ch サラウンド）になります。 

4 □□ Pro Logic llx MUSIC モードでステレオ 2 ch 音声を聴いている場合 、 C WIDTH 、 DIMEN .、 PNRM . の3つ 
の項目を調整でさます。詳しくは「サラウンド効まを設定する」 （32 ページ）をご覧ください。 

















• Neo: 巨 MUSIC -目 1 ch サラウンドで音 
楽に適しています。 

サラウンドノくックスピーカーを接続していて 
SB ON び選ばれているとさにマルチチヤンネ 
ル音声信号を入力すると、入力信号の種類に 
よって下のモードを選択でさます。 

• Pro Logic llx MOVIE -上記を参照 

• Pro Logic llx MUSIC -上記を参照 

• Dolby Digital EX - 51 ch 信号からヴ 
ラウンドバック音声を作り出して 6.1 ch 
サラウンド再生します（ドルビーデジタル 
サラウンド EX のよラにデコードします）。 

• DTS-ES - DTS 圧縮信号で 6. 1 ch サラ 
ウンド再生します。 

ADVANCED SURROUND モードの 

効まを使ラ 

ADVANCED SURROUND モードでは、音に 
さまざまなサラウンド効果を加えます。お巧み 
に応じてじ(下のモードを選択します。1 


AUTO SURrI 器 S 。 端 1 STANDARD A 肌 SU … 

PHASE ACOeUqST にダィァ□グ顏巧 

〇〇 〇け 

エフェクト/ 

• ADV.SURR を巧して、アドバンスドサラ 
ウンドモードを還がする。 

• ACTION - アクション映画などをダイナ 
ミックに再生します。 

• DRAMA —映画などのセ U フを明瞭に再 
生します。 

• MONO FILM ーモノラル音声の映画をヴ 
ラウンド再生します。 

• ENT . SHOW — ミュージカルなどの音楽 
系 ソースに 適した モー ドです。 


• EXPANDED -ステレオ2 ch 音声をマ 
ルチチヤンネルのサラウンド音声に変えて 
再生します。 2 

• TVSURR. -モノラル/ステレオ音声の 
テレビ放送などをサラウンド再生します。 

• ADV. GAME - テレビゲームに適した 
モー ドです。 

• SPORTS -スポーツ番組に適したモード 
です。 

• ROCK/POP - コンサートホールのような 
臨場感で再生します。 

• UNPLUGED - アコースティック音楽系 
ソースに適したモードです。 

• X-STEREO -ステレオ2 ch 音声をマル 
チチヤンネル音声にして、すべてのスピー 
カーを使って再生します。 

• PHONESUR. 一へッドホンで聴いている 
とさ、サラウンド効果を与えます。 

サラウンド効果を設定する 

サラウンド効果の設定で調整でさる項目を1；(下 

に説明します。 

1エフェクト/ CH 選がを繰り返し巧して設 

定したい項目を選ぶ。 

本機の設定や選択されているモードによっては 

項目び表示されないことびあります。表の下の 

を記をご確認ください。 

2レベル+/—ボタンをほって設定する。 

各項目で調整でさる内容は次ページの表のとお 

りです。 

3エフェクト/ CH 選択ををう一度巧して、 

他の設定を選ぶ。 


因メモ 

1-ヘッドホンを接続しているときに ADV.SURR を巧した場合は、自動的に PHONESUR. に切り換わります。 

-入力信号の種類や選択した U スニングモードによっては、サラウンドバックスピーカーから音び出ない場合びありま 
す。詳しくは「サラウンドバックチャンネルを使ラ」 （3 已ページ）をご覧ください。 

- ADVANCED SURROUND モードを選択しているときは EFFECT 設定を調整して効果のレベルを調整することび 
でさます。詳しくは「サラウンド効果を設定する」（上記）をご覽ください。 

2ドルビーサラウンドや2 ch 収録されているソースに効果的です。 STANDARD モードよりも広びりのある音場を実現 
します。 
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設定項目 


C WIDTH a 

(センタースピーカーを使用し 
ているとさのみ有効です） 


センターチャンネルの音をフ□ント左/ちスピーカーに振り分け 
て、音の調和をもたらします。0はセンタースピーカーからのみの 〇〜7 

出力で、7はセンターチヤンネルの音声すべてを左ちのフ□ントス初期値： 3 
ピーカーに振り分けます。 


DIMEN.a 


U スニングポジシヨンから前方の音場を強くするか、後方の音場を強 
くするかを調整することで広びりのある音場を創り出すことびでさま 
す。+3は前方の音場び強くなり、 -3 は後方の音場び強くなります。 


-3 〜+3 
初期値： 0 


PNRM . 


前方の音場を左ちに大さく回り込ませ、サラウンドチヤンネルにつ off 

なげるようなサラウンド効果を加えます。正確な定位よりを雰囲気- 

を楽しむための機能です。 ON 


C . IMAGE b 

(センタースピーカーを使用し 
ているとさのみ有効です） 


ボーカルの音などセンターチャンネルから出力される音をフ□ント 
左/ちスピーカーに振り分けて、より広びりをもたらします。 

0はセンターチャンネルの音声びフ□ント左/ちスピーカーからを 
出力されて、10はセンターチャンネルの音声び主にセンタース 
ピーカーから出力されます。 


〇〜10 
初期値： 3 


EFFECT 


ADVANCED SURROUND モードを選んだとさの効果レベルを設 
定します。（各モードで別々に設定することびでさます。） 


1日〜90 


a 皿 Pro Logic llx MUSIC または □□ Pro Logic II MUSIC モードでステレオ 2 ch 音声を入力しているとき 
のみ使用でさます。 

b Neo :6 MUSIC モードでステレオ2 ch 音声を入力しているとさのみ使用でさます。 


ステレオで再生する 

STEREO を選択した場合、すべての信号を2 ch 
馈定によってはサブウーファーからも出力し、最 
大 2.1 ch ) で再生します。 

Dolby Digital や DTS などのマルチチヤンネ 
ル信号はステレオ音声にダウンミックスされま 
す。 



• 再を中に STEREO / F . S . SURR を巧してス 
テレオ再をにする。 

押すたびに次のように切り換わります。 

• STEREO - システムセットアップやミッド 
ナイト/ラウドネス機能、トーンコント□一 
ルなどび反映されたステレオ再生を行います。 

• F . S . S.FOCUS - 「フ□ントサラウンド 
アドバンス機能を使う」をご覽ください。 

• F . S . S . WIDE - 「フ□ントサラウンド- 

ア ドバンス機能を使う」 をご覽ください。 


フ□ントサラウンド•アドバンス 
機能を巧う 


フ□ントサラウンド•アドバンスモードは、左 
ちのフ□ントスピーカーとサブウーファーだけ 
で自然なサラウンド再生を行います。 


STANDARD 


PHASE 


ADV.5URR 

I サウンド I 
I レトルい- 


• 再を中に STEREO / F . S . SURR を J 甲してフ 
□ントサラウンド•アドバンスモードを選ぶ。 

押すたびに次のように切り換わります。 


• STEREO - 「ステレオで再生する」をご 
覧ください。 

- F . S . S.FOCUS -臨場感のある自然なヴ 
ラウンド効果び得られます。フ□ントス 
ピーカーから等距離の直線上（前後は移動 
巧能）で視聴してください。 





























• F . S . S . WIDE - FOCUS モードよりも横 
に広い範囲でサラウンド効果び得られます。 
お二人で横に並んで視聴するとさに便利で 
す。] 


FOCUS ( お勧め） WIDE 



ダイレクト巧生機能を巧う 

ダイレクト再生機能を使用すると、入力信号を 
加工せずにソースに忠実な再生を行います。 


アコースティックキヤ U ブレー 
シヨン EQ (周液数特性の補正） 

を選択ずる 

-工場出荷時の設定： EQ OFF 
(Auto MCACC またはアコースティック 
キヤ U ブレーシヨン E 日の自動設定を行った 
ときは自動的に ALL CH に設定されます） 
「 Aut 日 MCACC で自動設定する」 （9 ぺージ） 

や「アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ 機 
能を設定する」 （42 ページ）で設定された周波 
数特性の補正の種類を選びます。アコースティッ 
クキヤ U ブレーシヨン EQ について、詳しくはそ 
れぞれのページをご覧ください。 

PHASE 化。 お™タィ;□グ 

。•〇け 

CHmm レベル 


I I I にに机 APEI I 

I I ^ CD I— [ I— I AM>~[aV7 ン非 
AUTO SURR I 盤。端 I STANDARD ADV.SURR 

: PH 化 F AC 。 お TIC ダィァ □ ク做祀 I 

• 再を中に AUTO SURR を巧してダイレク 
卜再を機能を選ぶ。 

押すたびに次のように切り換わります。 

• AUTOSURR . - 「オートサラウンドで再 
生する」 （3] ページ）をご覽ください。 

• DIRECT — スピーカーに関するシステム 
セットアップ設定 （スピーカーの 設定、 ス 
ピーカー 出カ レベル、スピーカーまでの 距 
離）とデュアルモノラル音声の設定および 

C WIDTH 、 DIMEN .、 PNRM . の設定の 

み反映して再生します。入力信号び忠実に 
再生されます。また、入力信号びアナ□グ 
信号の場合はスピーカー出カレベルの設定 
のみ反映され、それ外のすべてのデジタ 
ル処理は無効となります。 


-再生中に ACOUSTIC EQ を巧して補正夕 
イプを還がする。 

巧すたびに次のように切り換わります。 

• ALL CH ースピーカーシステム全体をフ 
ラットに補正した周波数特性です。 

• F . ALIGN — スピーカーシステム 全体をフ〇 
ントチヤンネルの周波数特性に合わせます。 

• CUSTOM 1/2 -上記2つの補正タイプ 
をお好みに調整した周波数特性です（「補正 
カーブを保をする」 （43 ページ）や「自動 
測定された補正カーブを手動調整する」 

(43 ページ）にて 「 C 1」、「 C 2」 と表示さ 
れます)。 

• EQ OFF — 補正を行いません。 

ALL CH . F . ALIGN、CUSTOM ]/2 を選択し 
たとさはフ□ントパネルの MCACC インジ 
ケーターび点灯します。2 


@ メモ 

1 F . S . S . WIDE モードを選択するときは、 Aut 曰 MCACC 設定 （9 ぺージ）を行うことでより自然なサラウンド効果び 
得られます。 

2 DVD 5.1 ch 入力や D 旧 ECT 再生機能のとき、 WMA 9 Pro 信号を入力しているときは使用できません。また、へッ 
ドホンを接続しているとさは効まびありません。 




















〔機器の巧生 


入力信号を選択する 

-工場出荷時の設定： AUTO 
入力信号の選択には、デジタル接続とアナ□グ 
接続の両方び必要です。1 

- AV アンプを巧してか6音声信号切換を巧し 
て、接続している機器の入力信号を選がする。 
フ□ントパネルの SIGNAL SELECT でも選 

択でさます。 

押すたびに次のように切り換わります。 

- AUTO — デジタル信号び入力されると、 
自動的に D に tAL になります。それ！;(外 
の場合は ANALOG になります。 

• DVD 5.1 ch — DVD 入力のとさのみマル 
チチヤンネルアナ□グ入力を選択します 
(37 ぺージ)。 

• ANALOG -アナ□グ入力を選択します。 

• DIGITAL - デジタル入力を選択します。 

D に ITAL または AUT 日に設定した場合、 

Dolby Digital 信号び入力されると 

□□ D に tAL インジケーターび点打します。ま 
た DTS 信号び入力されると DTS インジケー 
ターび点好します。 


サラウンドバックチャンネルを巧 

5 

-工場出荷時の設定： SB ON 
SB ch PROCESSING とは、サラウンドバッ 
クスピーカーを接続しているとさに、サラウン 
ドバック ch 音声の処理を切り換え、 7.1 ch 再 
生か已 .1 ch 再生かを変更できる機能です。 * 2 
次ページの表は再生する信号の種類によってサラ 
ウンドバックチャンネル音声を創り出すかどうか 
を表しています（•印びある場合にサラウンド 
八' ックスピーカーから音声び出力されます)。 

- AV アンプを巧してか6 SB ch を巧してサ 
ラウンドバックチヤンネルモードを設定する。 

フ□ントパネルの SB ch PROCESSING で 

も選択でさます。 

押すたびに次のように切り換わります。 

• SB ON - 常にサラウンドバックかへの 
デコード処理技術を付加するため、 7.1ch 
再生でお楽しみいただけるモードです。 

• SB AUTO — 入力信号の種類と「 6. 1 ch 
再生検出信号」を検出し、サラウンドバッ 
ク ch へのデコード処理技術を自動選択す 
ることで、再生チャンネル数を切り換えま 
す。最もソフトに忠実な再生となります。 

• SB OFF -ヴラウンドバック ch へのデ 
コード処理は行わず、最大己1 ch での再生 
となります。 


因メモ 

1•本機で再生できるデジタル信号の形式は 、 Dolby Digital . PCM (32 kHz 〜9日 kHz ) 、 DTS 、 MPEG -2 AAC およ 
び WMA 9 Pro です。その他のデジタル信号のとさは、 ANALOG を選択してください。 

- ANALOG を選択した状態で DTS 対応の LD プレーヤーや CD プレーヤーを再生すると、デジタルノイズび発生す 
ることびあります。この場合、入力信号は DIGITAL を選択してください。 

- DVD プレーヤーによっては DTS 信号び出力できないなど、再生できるデジタル信号に制限びあります。詳しくは 
DVD プレーヤーの取扱説明書をご覽ください。 

2 •ヘッドホンを接続しているときや、 STEREO モード、フ□ントサラウンド•アドバンスモード、サラウンドバックス 
ピーカーを 「 NO 」 に設定しているとき（「スピーカーの設定を行う」 （4 已ページ)）は、サラウンドバックチヤンネ 
ル音声は再生されません。 

- DTS 96 kHz /24 bit および PCM 9目 kHz 音声再生時はサラウンドバックチヤンネル音声は再生されません。 

•入力信号、 U スニングモードの種類や組み合わせによって、 S 目 ch PROCESSING の処理び異なります。詳しくは 
「 U スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（目7ページ）をご覧ください。 






パーチヤルサラウンドパックモードを選択 

技 

サラウンドノ くックスピーカーを接続していない 
ときに、仮想のサラウンドバックチヤンネル音 
声を創0出すモードです。 ON 、 AUTO、OFF 
のいずれかに設定します。入力信号の種類や U 
スニングモードの選択によっては効果び出ない 
場合びあります cJ 

下の表では、再生する信号の種類によって仮 
想のサラウンドバックチヤンネ>1レを創り出すか 
を表しています（•印のとさに、仮想サラウン 
ドノ（ツクチャンネ J レの音声を創り出します）。 


• AV アンプを巧してか 6 SB ch を巧して 

バーチャルサラウンドバックモードを設定す 

る。 

フ□ントパネルの SB ch PROCESSING で 

ち選択でさます。 

巧すたびに次のように切り換わります。 

• VSBON- U スニングモードによって、 
仮想のサラウンドバックチャンネル音声を 
創り出します。 

• VSB AUTO -6.1 ch 再生検出信号を含 
んだ ソース や U ス ニング モー ドによって、 
仮想のサラウンドバックチャンネル音声を 
創り出します。 

• VSBOFF— 仮想のサラウンドバックチヤ 
ンネル音声を創り出しません。 




STANDARD モード 


(1 号〇)释^ 

RR / VSrIt 7 11.01 sc h 

ステレオ 信号 

ADVANCED 

SURROUND 



ンネル 信号 

皿 Pro 
LOGIC llx 

皿 Pro 
LOGIC 

Neo: 巨 

モード 

6.1 ch 再生検出信号を含むマ 
ルチチヤンネルエンコードさ 

ON 

• 



参 a 

れた Dolby Digital EX / DTS - 
ES / WMA 9 Pro のような信号 

AUTO 

• 



参 a 

マルチチヤンネルエンコード 
された Dolby Digital / DTS / 

ON 

• 



•3 

WMA 9 Pro のよラな信号 

AUTO 




•3 

2 ch ステレオエンコードされ 
た Dolby Digital / DTS / 

ON 


• 

が, b 

参 参 a 

WMA 9 Pro のよラな信号また 
はデジタル2 ch ステレオ信号 

AUTO 


♦c 


参 参 a 

ごナ□グ2 ch (ステレオ）信 

ON 


• 

•b 

参 参 


AUTO 


•c 


参 ♦ 


a WMA 9 Pro フォーマットを除きます。 
b バーチャルサラウンドバックモードの時のみ有効です。 

C ノ くーチャルサラウンドバックモードの時は無効になります。 


因メモ 

1•ヘッドホンを接続しているときや、 STEREO モード、 D 旧 ECT モード、フ□ントサラウンド•アドバンスモードの 
ときは効果びありません。また、サラウンドスピーカーを fNOJ に設定しているとき（「スピーカーの設定を行う」 
(4 已ページ)）は、バーチャルサラウンドバックモードを選択することはできません。 

-サラウンドチャンネルの効まびないソースでは、バーチャルサラウンドバックモードの効まを得ることはでさません。 

















〔機器の巧生 


ミツドナイト機能/ラウドネス機 
能を巧5 

ミツドナイト機能は、サラウンド音声の映画を 
ル音量で見るとさに効果的です。音量によって 
その効果は調整されます。 

ラウドネス機能は、音楽を聴くときにル音量で 
も低域、高域のレベルを自然に調整して聴さや 
す < します。 

- AV アンプを巧してか 6 S ツドナイトを巧し 
て、 MIDNIGHT、LOUDNESS または M/L 
OFF を選択する。 

フ□ントパネルの MIDNIGHT/LOUDNESS 
でち選択でさます。 


ダイア□グエン八ンスメント機能 
を巧う 

-工場出荷時の設定： OFF 
音に定位感を持たせることで映画/ドラマのセ 
U フや音楽のボーカルを際立たせ、より聴さ取 
りやすい音にします。 

• ダイア□グを巧して、ダイアログエン八ンス 
メント機能の ON 、 OFF を選がする。 


卜ーンコント ロール 機能を巧う 

再生している音の低音や高音を調整します。 

1フ□ント/ f ネルの TONE を巧して、低音 
( BASS ) か高音 （ TREB ) のどち6のトーン 
を調壁するか還がする。1 
押すたびに BASS と TREB び切り換わりま 
す。 

2 MULTI JOG ダイヤルで調整する。 

約己秒後に自動的に調整モードび終了します。 


サウンドレトリバー機能を巧う 

MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、削 
除されてしまう部分び発生します。サウンドレ 
卜 U パー機能では、 DSP 処理によってその削 
除されてしまった部分を補い、音の密度感、抑 
揚感を向上させます。 2 

-サウンドレトリバーを巧して、サウンドレト 
リバー機能の ON 、 OFF を選がする。 


他機器を巧生ずる 

1再生したい機器の電源を入れる。 

2本機の電源を入れる。 

3再生したい機器の入力を選がする。 

フ□ントパネ>1レの 入カフアンクシヨン切り換え 

ボタンを使用します （ U モコンは マルチコント 

口ール)。 

4手順1の機器を再生する。 


7ルチチヤンネルアナ□ク入力を 
巧生する 

DVD 5.1 CH INPUT 端テに接続した機器の各 
チヤンネルの音声を、すべてアナ□グ処理のま 
ま忠実に高 SN 比で再生します。再生するとさ 
は本機の入力を DVD 己.1 ch にします。接続に 
ついては「マルチチヤンネルアナ□グ機器を接 
続する」 （1 己ページ）をご覽ください。3 

1 DVD / LD を}甲す。 

2 SIGNAL SELECT を巧して DVD 5.1 
ch を還がする。 

ディスプレイに DVD 已 . Ich と表示され 
ANALOG インジケーターび点好します。 


因メモ 

1 I ンコント□ー ルは、 STEREO またはフ□ントサラウンド•アドバンスモードのときのみ選択できます（オートヴ 
ラウンド機能で STEREO び選択されているときは除く）。 

2サウンドレト U バー機能は2 ch の音声信号にのみ有効です。 

3マルチチヤンネルアナ□グ入力の再生時は、音量とチヤンネルレベルのみ調整することびでさ、すべての U スニング 
モードとサラウンド機能は使用することびできなくなります。 





フ□ントオーデイオ入力を巧生す 
る 

フ□ントパネルの MCACC/AUDIO IN 端テ 

に接続した機器を再生するとさは、本機の入力 
を F . AUDIO にします。 

• F.AUDIO を}甲す。 

フ□ントパネルの VIDE 日/ FRONT AUDIO で 
を選択でさます。 




〔システムセツトアップ設定 


第目章： 

システムセットアップ設定 


システムセットアップで本機の設 
定をする 

本機の詳細な設定のしかたを説明します。ま 
た、それぞれのスピーカーをお好みで調整する 
方法ち説明します。 



1 リモコンの AV アンプを巧してか 6 、設定 
ボタンを巧す。 


2 t / 冬ボタンを巧して設定したいシステム 
セットアップ項目を選んで、ミ夫定を } 甲す 。1 

• SB.SYSTEM - サラウンドバックスピー 
力一をどのように使用するかを設定します。 
詳しくは「サラウンドバックスピーカーを 
設定する （ SB . SYSTEM )」（4 日ページ） 
をご覽ください。 



• A . MCACC -サラウンドの自動設定で 
す。簡単に高精度な設定を行うことびでさ 
ます。詳しくは 「Auto MCACC で自動設 
定する」 （9 ページ）をご覧ください。 



• M . MCACC ー サラウンドの詳細な設定や 
アコースティック EQ の設定を手動で調整 
することびでさます。詳しくは「手動で 
MCACC の設定をする （ M . MCACC )」(40 
ページ）をご覽ください。 



• SP SETUP - 接続しているスピーカーの 
大ささ、数、距離と全体的な音のバランス 
を設定します。詳しくは「聴感によるス 
ピーカーの設定を行う （SP SETUP )」（4 己 
ページ）をご覽ください。 



•IN ASSIG . - デジタル入力端テや D ビデ 
才映像入力端テに機器を接続してるとさに 
設定します。詳しくは「入力に関する設定 
を行う （ INASS に.)」 （47 ページ）をご覽 
<ださい。 



- OTHER 一本機の使用について、各種設定 
を変更します。詳しくは「その他の設定を 
行う （ OTHER )」（49 ページ）をご覽くだ 
さい。 



因メモ 

1 • F . AUDIO 入力のときは、システムセットアップ設定を行うことびできません。 
-設定 ボタンを巧すことで、いつでも設定を終了することびでさます。 



































システムセットアップ設定 


) 


3設定ボタンを巧してシステムセットアップ 
をお了する。 

戻る ボタンを数回押すことでもシステムセット 
アップを終了でさます。 


サラウンドバックス ピーカーを 設 
定する ( SB . SYSTEM ) 

• 工場出荷時の設定： SB NORM . 

サラウンドノ（ックスピーカー端テに接続された 
スピーカーの使いちを設定します。一般的なヴ 
ラウンドバックスピーカー用として使用する他 
にも、メインシステムとは別のステレオ再生用 
スピーカーとして使用したり、フ□ントスピー 
カーのノ くイアンプ用としても使用でさます。 

1システムセットアップ項目の中か6 
rSB.SYSTEMJ を選がする。 



システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （39 ページ）をご覧ください。 

2 ◄-/- ►ボタンを巧してサラウンドバックス 
ピーカーのほ用用透を選び、巧定を巧す。 


• SB NORM . — メインシステム（スピー 
カー A ) のサラウンドバックスピーカーと 
して使用するとさに選びます。 



•SB 2 ND Z - メインシステムとは別にス 
テレオ再生用スピーカー（スピーカー B ) 
として使用するとさに選びます。詳しくは 
「別の部屋でステレオ再生用スピーカーとし 
て使用する」（已6ページ）をご覧くださ 
い。 


•SB BIAMP -フ□ントスピーカーをバイ 
アンプ接続するとさに選びます。詳しくは 
「フ□ントスピーカーをバイアンプ接続して 
高品位に再生する」（己7ページ）をご覽く 
ださい。 



3戻るを巧して終了する。 

システムセツトアップに戻ります。 


手動で MCACC の設定をする 
( M . MCACC ) 

サラウンドの設定をより詳細に調整したいとさ 
は手動 MCACC でお好みに合わせた調整を行 
うことびでさます。ここで手動設定を行う前 
に 、 「Auto MCACC で自動設定する」 （9 ぺ一 
ジ）で Auto MCACC を行ってください。 
ここで一度調整を行った場合、再度調整する必 
要はありません。ただし、スピーカーの位置を 
変更したり、新しいスピーカーに変更したとき 
は再度調整してください。 

成重要 

• 手動 MCACC ではセットアップ用マイクび 
必要な設定びあります。その場合は、マイ 
クをフ□ントパネルに接続し、視聴位置で 
耳の高さになるよう設置します。詳しくは 
「Auto MCACC で自動設定する」 （9 ぺ一 
ジ）をご覧ください。また、マイクを使っ 
た測定時の騒音や干渉については 「Auto 
MCACC 設定時におけるその他の問題」 

(1 1ページ）をご覧ください。 

-サブウーファーを使用しているとさは、電 
源を入れて音量を適度に上げておいてくだ 
さい。 





















システムセットアップ設定 


1システムセットアップ頂目の中か6 TM . 
MCACCJ を選がする。 



システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （39 ぺージ）をご覧ください。 

2 t /4^ ボタンを巧して調壁したい設定項目を 
還んで、ミ夫定を}甲す。 

1ソ下の設定をはじめて行うとさは、上から順番 
に項目を選択することをお勧めします。 

• CH LEVEL -スピーカーシステム全体の 
音のバランスを詳細に調整します。「スピー 
カー出カレベルを詳細に設定する」 （4] 
ページ）をご覽ください。 



• SPDISTN . -各スピーカーまでの距離を 
詳細に調整します。「スピーカーまでの距離を 
詳細に設定する」 （42 ページ）をご覧くださ 
い。 



下の己つの設定項目については、アコース 
ティックキャ U ブレーシヨン EQ に関する項目 
です。 

- EQA . SET - 部屋の音響特性を測定し、 
スピーカーシステム全体の周波数バランス 
を自動で調整します。「アコースティック 
キャ U ブレーシヨン EQ を自動で設定する」 
(42 ページ）をご覧ください。 



• EQ COPY - アコースティック EQ の内 
容を手動で調整するために設定内容を別に 
保をします。「補正カーブを保をする」 （43 
ページ）をご覽ください。 



• C 1/ C 2 ADJ — アコースティック EQ の 
内容を手動で詳細に調整します。「自動測定 
された補正カーブを手動調整する」 （43 
ページ）をご覧ください。 



• EQ CHECK - ALL CH AD J や F . 
ALIGN で補正された設定値や手動調整し 
た設定値をディスプレイで確認します。「補 
正カーブを確認する」 （44 ページ） 



スピーカー出カレベルを詳細に設定ずる 

• 工場出荷時の設定： 0 dB (すべてのスピー 
力一） 

スピーカーシステム全体の音のバランスを適正 
に調整することで、より良いサラウンド効果を 
もたらします。「スピーカーの設定を行う」 

(4 己ページ）ではでさないよラな詳細な調整を 
行ラことびでさます。 


1 M . MCACC の設定項目か6に H 
LEVELJ を選がする。 



音量び自動的に 一 18 dB まで上びり、大きな 
音でテスト!-ーンび出力されます。フ□ント左 
スピーカーはスピーカーシステム全体の基準値 
となるため、固定されており調整することはで 
さません。 































システムセットアップ設定 


) 


2 t / A ボタンで調壁したいスピーカーを選ん 3 t /4 ボタンで調壁したいスピーカーを選ん 

で 4^ー ボタンで出カレベルを調壁する。 で、ボタンで距離を調整する。 



基準となるスピーカーの音量と比較しなびら、各 
スピーカーの出カレベルを一 ] 日服〜+ ] 日犯 
の範囲内で調整します。それぞれのテスト!-ーン 
び同じ大ささに聞こえるよう調整します。 

-基準となるスピーカーは調整したいチヤンネ 
ルに対して最適なスピーカーび選ばれます。 

3戻るを巧して終了する。 

M . MCACC の設定画面に戻ります。 

スピーカーまでの距離を詳細に設定ずる 

• 工場出荷時の設定： 3.0 m (すべてのス 
ピーカー ） 

スピーカーまでの距離を設定することで、各ス 
ピーカーからの音び同時に視聴位置に届<よラに 
します。音に定位感や移動感をちたらすために必 
要な設定で、「スピーカーの設定を行ラ」 （4 己 
ページ）よりち詳細な調整を行ラことびでさます。 


1 M . MCACC の設定項目か6 rSP 
DISTN . J を還がする。 



音量び自動的に一18 dB まで上びります。 


2和/-►ボタンで フ □ント ちスピーカーまで 
の実測距離を入力して、巧定を巧す。 




基準となるスピーカーと調節するスピーカーから 
出力されるテストパルスを聞さなびら調節します。 
2つのスピーカーに対して IJ スニングポジション 
から下図のよラに向さ、2つのテストパルスの聞 
こえるポイントび真ん中になるように調整します。 

C3 〇 

すべてのスピーカーまでの距離を調整します。 

-基準となるスピーカーは調整したいチヤンネ 
ルに対して最適なスピーカーび選ばれます。 

4戻るを巧して終了する。 

M . MCACC の設定画面に戻ります。 

アコースティックキヤ U ブレーシヨン 

EQ 機能を設定する 

アコースティックキヤ IJ ブレーション EQ は、視 
聴環境の周波数特性を補正するちのです（サブ 
ウーファーについては補正しません)。部屋の音響 
特性を測定し周波数特性を均一化します。これに 
より各チヤンネルの音のつなびりび向上し、これ 
までにない実像感や U アルな移動感を再現します。 
ここでは、サラウンドの自動設定で調整された周 
波数特性をより詳細に調整します。 

アコー スティックキヤ IJ ブ レー シヨン EQ 
を自動で設定する 

「Auto MCACC で自動設定する」 （9 ページ） 

を行っているときは、すでに ALLCH と F . 
ALIGN は設定されていますので、ここでの設 
定は必要ありません。設定された内容を手動で 
調整したいとさは「自動測定された補正カーブ 
を手動調整する」 （43 ページ）をご覽くださ 
い。 





















システムセットアップ設定 


1 M . MCACC の設定頂目か5 FEQ A . 
SETJ を選がする。 



• セットアップ用マイクび接続されているこ 
とを確認してください。 


• サブウーファーを接続しているとさは、ヴ 
ブウーファーの電源び入っていて適度に音 
量び上びっていることを確認してくださし、 

. マイクを使った測定時の騒音や干渉につい 
て、詳しくは 「Auto MCACC 設定時にお 
けるその他の問題」 （1] ページ）をご覽く 
ださい。 

2 MCACC の自動測定び終了するまで待つ。 

テスト I -ーンび出力されて本機び測定を行い、 
自動的に周波数バランスび補正され、1；(下の設 
定び保をされます。 

• A.CH (ALL CH ADJUST ) -特定のス 
ピーカー特性に合わせるのではなく、全 
チヤンネルの周波数を均一にする設定 

• F.ALG (FRONT ALIGN ) -全チヤンネ 
ルの周波数特性をフ□ントスピーカーの特 
性に合わせ込む設定（フ□ントチヤンネル 
は補正されません） 

自動測定び終わると、アコースティックキヤ U 
ブレーシヨン EQ の設定項目に戻ります。引き 
続さ、下の項目にお進みください。 

補正力ーブを巧をずる 

あらかじめ 「Auto MCACC で自動設定する」 

(9 ぺージ）または「アコースティックキヤ U 
ブレーシヨン EQ を自動で設定する」 （42 ペー 
ジ）で測定された補正カーブに調整を加えたい 
とさは、 A.CH または F . ALG の補正カーブを 
に1」またはに2」に保をする必要びありま 
す。 

1 M . MCACC の設定頂目か5に Q 
COPYJ を選がする。 


2 t / 4 ボタンで rcij か rc2j のどち6 
に巧巧するかを還んで、和/- ► ボタンで巧巧し 
たい補正カーブの種類を選ぶ。 



- 「 C 1」 に保をされた補正力ーブをに2」 
に、 「 C 2」 に保をされた補正カーブを 
rciJ に保をすることもでさます。 


• A.CH と F.ALG の詳しい説明は「ア〕一 
スティックキヤ U ブレーシヨン EQ を自動 
で設定する」 （42 ページ）をご覽くださ 
い。 


3 t / い 1 t タンで rCOPY?YESJ を還ん 
で、ミ夫定を巧す。 



補正カーブび保をされます。 

和/斗ボタンで 「 CCIPY ? N 日」を選ぶと、保 
ををキャンセルすることびでさます。 


自動測定された補正力ーブを手動調整する 

補正カーブを手動で調整する前に、自動測定さ 
れた A.CH または F . ALG の補正カーブを 
「補正カーブを保をする」（上記）で 「 C 1」 ま 
たは 「 C 2」 に保をする必要びあります。 


1 M . MCACC の設定項目か6に1 ADJJ 
または rC 2 ADJJ を選がする。 



rcij に補正カーブを保をしたとさは 「 c ] 
ADJ 」 を、 rc 2」 に補正力ーブを保をしたとき 
はに2 ADJJ を選びます。 


2和/-►ボタンでテストトーンの種類を還ん 
で、巧定を巧す。 

























システムセットアップ設定 


) 


• A . CH ADJ - サブウーファーを除いた全 
スピーカーの周波数特性を均一化します。 



• F . ALG ADJ -フ□ントスピーカーの特 
性に合わせて全スピーカーの周波数特性を 
補正します。フ□ント左スピーカーと調整 
するスピーカーとで交互にテスト I -ーンび 
出力されます。 


|- SIGNAL 

] 

T; = ぶ ] 


... !.;:i M 

.i.i L..i dB 


3スピーカーと周液数帯域を還んで、 EQ レ 
ペルを調壁する。 

和/- ► ボタンで スピーカーを 選択します。 



t /4 ボタンで周波数帯域を選び、和/外ボタン 
で EQ レベルを調整します。 ] つのスピーカー 
の調整び終了したら、 t / ♦ボタンでスピーカー 


選択のディスプレイにしたあと、和/呼ボタン 
で次に調整したいスピーカーを選択します。 



• F . ALG ADJ を選択したときはフ□ント 
左/ちスピーカーの調整をすることはでさ 
ません。 


• ある帯域の周波数を極端に調整すると、表示 
部に 「 OVER !」 と表示されることびありま 
す。この場合は、 「 OVER !」 び消えるまで 
さまざまな帯域のレベルを下げてください。 


なヒント 

ある周波数帯域のレベルを極端に調整すると、 
全体のチヤンネルレベルバランスび変わってし 
まいます。そのようなとさは TRM を選び、調 
整することで全体的なバランスを調整します。 
\ 1 \ ボタンで TRM を選び、和/- ► ボタンで選 
択しているスピーカーの全体的なチヤンネルレ 
ベルを調整します。 

4戻るを巧して終了する。 

5をラー度戻るを巧して終了する。 

M . MCACC の設定画面に戻ります。 

補正力ーブを確認ずる 

「 Aut 日 MCACC で自動設定する」 （9 ページ）や 
「アコースティック キヤ IJ ブレーシ ヨン EQ を自動 
で設定する」 （42 ページ)、「自動測定された補正 
カーブを手動調整する」 （43 ページ）で測定され 
た FALL CHJ 「 F . AUGN 」 に1」に2」の备補 
正カーブを確認することびでさます。 


1 M . MCACC の設定頂目か5に Q 
CHECKJ を選がする。 



-再生中に行ラと、補正カーブごとの音の違 
いを比較することびでさます。 


3如/-►ボタンで確認したいチヤンネルを還 
ぶ。 

















































システムセットアップ設定 


4 t /4^ ボタンで各周液数帯域の詳細を確認す 
る。 



-確認び終わり、別のチヤンネルを確認する 
とさは t /4^ ボタンでチヤンネル選択の画 
面にしてから和/-►ボタンでチヤンネルを 
選びます。 


已戻るを巧して終了する。 

M . MCACC の設定画面に戻ります。 


聴感によるスピーカーの設定を巧 
5 (SP SETUP ) 

「Auto MCACC で自動設定する」 （9 ぺージ） 

で Auto MCACC を行った場合はすでに設定さ 
れています。必要に応じてお好みで再設定でさ 
ます。 

1 システムセットアップ頂目の中か 6 rsp 
SETUPJ を觀尺する。 



システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （39 ページ）をご覽ください。 


2 t /4^ ボタンを巧して調壁したい設定項目を 
選び、ミ夫定を巧す。 

- SP SET — スピーカーの接続本数や大さ 
さ（低域再生能力）などを設定します。詳 
しくは「スピーカーの設定を行う」 （4 己 
ページ）をご覽ください。 



- X.OVER 一 何 Hz 下の低音域をサブ 
ウーファーなどで再生するかを設定します。 
詳しくは「ク□スオーバー周波数を設定す 
る」 （46 ページ）をご覽ください。 



• CH LEVEL -スピーカーシステム全体の 
出カレベルを調整します。詳しくは「ス 
ピーカー出カレベルを設定する」 （46 ぺ一 
ジ）をご覽ください。 



• SP DISTN . -視聴位置から各スピーカー 
までの距離を設定します。 詳しくは「ス 
ピーカーまでの距離を設定する」 （47 ペー 
ジ）をご覽ください。 



3それぞれの設定び終了した6戻るを巧して 
終了する。 


スピーカーの 設定を巧 5 

スピーカーの大ささや本数を設定することで再 
生する音域を最適なチャンネルへ配分します。 

1 SP SETUP の設定項目か6 rSP SETJ 
を選択する。 


^DIGITAL 


…請 


2 ザタンを巧して、設定したいスピー 

カーを還び、大きさを還がします。 


し DIGITAL j 


■■■■GO 

卜 . 

L. !…1 h’ U l:v; 



1ソ下の各スピーカーについて、 W 今 ボタンで 
接続の有り/無しや大ささを選択します。 





























システムセットアップ設定 
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• F (フ□ント）一低音域の再生能力び高い 
スピーカーのとさは LARGE を選びます。 
また、サブウーファーを使用しないとさも 
LARGE を選びます。低音域の再生能力び 
十分でなし V 」\型スピーカーのとさは 
SMALL を選びます。1 

• C (センター）一低音域の再生能力び高い 
スピーカーのとさは LARGE を選びます。 
低音域の再生能力び十分でなし V 」\型スピー 
カーのとさは SMALL を選びます。また、 
センタースピーカーを接続していないとさ 
は NO を選びます。このとさセンタース 
ピーカーの音は他のスピーカーから再生さ 
れます。 

• S (サラウンド）一低音域の再生能力び高 
いスピーカーのとさは LARGE を選びま 
す。低音域の再生能力び十分でないル型ス 
ピーカーのとさは SMALL を選びます。 
また、サラウンドスピーカーを接続していな 
いときは N0 を選びます。このときサラウン 
ドスピーカーの音は他のスピーカーから再 
生されます。 

•SB (サラウンドバック）ーヴラウンド 
ノ（ックスピーカーの本数と低音再生能力を 
選択します。低音域の再生能力び高いス 
ピーカーのときは LARGE1 (1 本）また 
は LARGE2 (2 本）を選びます。低音域 
の再生能力び十分でないル型スピーカーの 
とさは SMALL! (1 本）または 
SMALL2 (2 本）を選びます。また、ヴ 
ラウンドバックスピーカーを接続していな 
いときは NO を選びます。 2 

• SW (サブウーファー)- SMALL に設定 
されたスピーカーの低音域と LFE 信号（ド 
ルビーデジタルや DTS 信号に含まれる超低 
域信号成分）をサブウーファーから再生する 
とさは YES を選びます。サブウーファーか 


ら常に低音を再生したいとさや、低音を強調 
したいとさは PLUS を選びます（このとさ、 
通常はフ□ントやセンタースピーカーで再生 
している低音域をサブウーファーでち再生し 
ます)。また、サブウーファーを接続してい 
ないとさは N 0を選びます（このとさ低音域 
は他の LARGE に設定されたスピーカーで 
再生されます）。3 

ク□スオー/ v — 周波数を設定する 

• 工場出荷時の設定：100 Hz 
「スピーカーの設定を行う」で SMALU こ設定 
されたスピーカーびあるとき、何 HzlU 下の低 
音域を LARGE に設定されたスピーカーまた 
はサブウーファーで再生するかを設定します。 4 
また、 LFE 信号についても同様に何 Hz (下の 
低音域を再生するかび設定されます。 


1 SP SETUP の設定頂目か6 rx.OVERJ 
を選がする。 



ここで選択された周波数1；(下の低音域は、サブ 
ウーファーまたは LARGE に設定されたスピー 
カーから再生されます。 


スピーカー出カレベルを設定ずる 

各スピーカーの出カレベルを設定することで、ス 
ピーカーシステム全体のバランスを調整します。 


因メモ 

1フ□ントスピーカーび SMALL に設定されているときは、サブウーファーは自動的に YES に設定されます。またフ〇 
ントスピーカーび SMALL に設定されているときは、センタースピーカーまたはサラウンドスピーカーで LARGE を 
選択することはでさません。このとさ、各チャンネルの低音域はサブウーファーで再生されます。 

2サラウンドスピーカーび NO に設定されているときは、サラウンドバックスピーカーは自動的に NO に設定されます。 
3サブウーファーを PLUS に設定した場合、サブウーファーの低音域とフ□ントスピーカーの低音域び打ち消し合って 
しまい、十分な低音の効まび発揮されないことびあります。このようなとさは、スピーカーの設置場所や向さなどを変 
えてみてください。それでも解消されないときは実際に音を出しなびらサブウーファーを YES にしたり、フ□ントス 
ピーカーを SMALL にしてみて比較し、最適な設定にしてください。 

4スピーカーの大ささなどの設定については、「スピーカーの設定を行う」 （4 己ページ）をご覧ください。 













システムセットアップ設定 


1 SP SETUP の設定頂目か 6 rCH 
LEVEL ! を還がする。 



2和/-►ボタンを巧して、設定方まを選んで 
巧定を巧す。1 


• T.TONE M . — テスト I ンを出力するス 
ピーカーを手動で切り換えて調整します。 



スピーカーを選択します。 T.TONE A . を選ん 
だとさは、1；(下の順番でテスト I -ーンび出力さ 
れます。 

L 一 C 一 R 一 RS 一 S 巨 R 一 S 巨 L 一 LS 一 SW 

テスト!-ーンを聞さなびら、各スピーカーの出 
カレべ J レを調整してください。2 


スピーカーまでの 距離を設定する 

視聴位置から各スピーカーまでの距離を設定す 
ることで、各チヤンネルの遅延時間び自動的に 
算出され、最適なサラウンド効果を得ることび 
でさます。 


1 SP SETUP の還が頂 B か6 rSP 
D 旧 TN 」 を還がする。 


r SIGNAL 1 

1 DIGITAL 

. 

. … 苗 

D r... 

.1.1 .1. b i 

hi. dB 


2 t /4 ボタンで設定するスピーカーを選んで 
和/- ► ボタンで各スピーカーまでの距離を設定 
する。 



0.1 m 間隔で調整でさます。 


入力に関する設定を巧う 
(IN ASSIG .) 

本機のデジタル入力端テや D 4 映像入力端テに 
接続した機器び各端テの工場出荷時の設定と異 
なるとさに使用します。 


1システムセットアップ頂目か6 riN 
ASSIG . J を還がする。 



システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （39 ページ）をご覽ください。 


因メモ 

1音量び自動的に一 ] 8 d 目まで上びり、大さな音でテストトーンび出力されます。 

2 •音圧計を使用する場合は、視聴位置で測定して、各スピーカーの出カレベルを7已 d 目 SPL ( C - ウェイト/ス □- 
モード）に調整してください。 

-サブウーファーからのテスト I -ーンはル音量です。テスト I -ーンでの調整ではなく実際にソフトを再生しなびら出力 
レベルを調整することをお勧めします。 

-スピーカーの出カレベルは、1」モコンの エフェクト / CH 選択と レベル +/- ボタンで調整することわできます。 
このとき 、 DVD 5.1 ch 入力は独立してスピーカーの出カレベルを設定することびできます。 




































システムセットアップ設定 


) 


2 t / A ボタンを巧して、設定したい頂目を選 
び、ミ夫定を巧す。 

DIG.IN -「デジタル入力を設定する」（下記） 
をご覧ください。 



3 それぞれの設定が終了した 6 戻るを巧して 
終了する。 


3 その入力端子に接続した機器を適切な機器 
に変ちする。 



. 和/-►ボタンと ミ夫定を 使って DVD 、 TV 、 
CD 、 CDR 、 DVR または OFF から選択 

します。 


-デジタル入力端テに割り当てられている機 
器 （ DVD など）について、他のデジタル 
入力端テに同じ機器び新たに割り当てられ 
ると、前に設定されていた入力は、自動的 
に OFF に切り換わります。 

D 4 映像入力を設定する 


デジタル入力を設定ずる 

• 工場出荷時の設定： 

COAX 1 (同軸） 一 DVD 
COAX 2 (同軸） 一 CD 
OPT 1 (光 ）- DVR 
OPT 2 (光） - TV 

デジタル入力端子の接続で、上記の工場出荷時 
の設定と異なる機器を接続したとさのみ、ここ 
での設定び必要になります。この設定は、本機 
のどの端子に何の機器を接続したかを設定する 
ことで、入力名と機器名称び合うようにします。 


1 IN ASSIG . の設定項目か 6 のの. INJ を 
還がする。 



• U アパネルのデジタル入力端テごとに、番 
号び記されています。 


-工場出荷時の設定： 

D . TR 1( D 4 VIDEO IN の）- DVD 
D . TR 2 ( D 4 VIDEO IN 回 ）- TV 

D 4 映像入力の接続で、上記の工場出荷時の設 
定と異なる機器を接続したとさのみ、ここでの 
設定び必要になります。 D 4 ビデオ映像入力に 
ついて詳しくは 「 D 4 ビデオ映像端テを使用す 
る」 （18 ページ）をご覽ください。 


1 IN ASSIG . の設定項目か 6 FD.TR INJ 
を選がする。 



- U アパネルの D 4 映像入力端テごとに、番 
号び記されています。 


3 その入力端子に接続した機器を適切な機器 
ちに変更する。 














































〔システムセツトアップ設定 


. 如/*ボタンとミ夫定を使って DVD 、 TV 、 

DVR または OFF から選択します。 

• D4 映像入力に接続した機器の音声につい 
てち、ここで選んだ入力と同じ入力の音声 
入力端テに接続してください。 

-本機の D 4 映像入力に機器を接続したとさ 

は、必ずテレビも D 4 VIDEO MONITOR 

OUT 端テに接続してください。 


その他の設定を巧う （ OTHER ) 

各種設定を変更でさます。 


1システムセットアップ頂目か6 rOTHERJ 
を選がする。 



システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （39 ページ）をご覽ください。 


2 tAI ボタンを巧して、設定したい項目を選 
び、ミ夫定を巧す。 

本機の各種設定を変更でさます。 

• DRC — ドルビーデジタルや DTS 音声のダ 
イナミックレンジの圧縮量を選択します 
(詳しくは「ダイナミックレンジコント□一 
ルの設定を行ラ」（下記）をご覧ください)。 


- LFE ATT - LFE 信号の減衰量（アッテ 
ネートレベル）を選択します。（詳しくは 
「 LFE アッテネーターの設定を行う」（下 
記）をご覽ください。） 



3 ボタンでそれぞれの設定を調壁し、 

戻るを巧して設定を終了する。 


ダイナ5ックレンジコント□—ルの設定 

を巧ラ 

• 工場出荷時の設定： OFF 
この設定は、ドルビーデジタルや DTS で収録 
された映画の音声について、ダイナミックレン 
ジ^の圧縮量を選択します。音量を下げてサラ 
ウンドを楽しむとさでち、微少な音び聞さ取り 
やす < なります。 

- OFF - ダイナミックレンジを圧縮しませ 
ん（音量び大さいとさは、日 FF にすること 
をお勧めします）。 

- MAX -ダイナミックレンジを最大に圧縮 
します（大さな音を減少させて、小さな音 
を増大させます）。 

• MID -ダイナミックレンジを多少圧縮し 
ます。 



• DUALMONO - デュアルモノラル音声の 
ディスクで再生する音声を選択します。（詳 
しくは「デュアルモノラル音声の設定を行 
う」（下記）をご覽ください)。 



因メモ 

1ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのくらい小さな音から大さな音までを正しく （小さな音はノイズに 
埋もれずに、大さな音は歪まずに）再生でさるかを数値 （ d 目）で表したものです。ダイナミックレンジコント□ールと 
はこのダイナミックレンジを圧縮する機能です。 

































(システムセツトアップ設定 


) 


デュアルモノラル音声の設定を巧う 

-工場出荷時の設定： CH 1 
モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル 
信号をデュアルモノラル信号といいます。ここ 
ではデュアルモノラル信号び入力されたとさに 
再生する音声を選択することびでさます。 
デュアルモノラル信号はあまり多くはありませ 
んび、 BS デジタル放送 （ MPEG -2 AAC ) の 
モノラルの二力国語放送や音声多重放送で使用 
されています。1 

• CH 1 — チヤンネル]の音声のみを再生し 
ます。 


• CH 2- チヤンネル2の音声のみを再生し 
ます。 


• CH 1 CH 2- 両方のチヤンネルの音声を 
フ□ントスピーカーから再生します。 

LFE アツテネーターの設定を巧う 

-工場出荷時の設定： ATT 0 dB 
ドルビーデジタルや DTS 音声には 、 LFE (超 
低域音声成分）び含まれていることびありま 
す。 LFE レベルび大さくて、スピーカーからの 
音声に歪みび生じるときは、 LFE レベルをアツ 
テネート（減衰）します。 

• LFEATTO —収録されているレベルのま 
ま再生します（通常はこの設定をお勧めし 
ます）。 


• LFEATT 10 - LFE レベルを ] 日 d 目アツ 
テネート（減衰）します。 

• LFEATT ** - LFE 音声を出力しません。 


因メモ 

1 DVD レコーダーで録画された二力国語放送などはドルビーデジタル音声か DTS 音声をデュアルモノラルモードで録画 
されたちののみ有効です。 







放送局をダイレクトに選局する 

受信したい放送局の周波数びわかっているとさ 
は、 U モコンの 数を ボタンで周波数を入力して 
選局することびでさます。 

1 AM または FM ボタンを巧して聞をたいバ 
ンドを還ぶ。 

2 D . ACCESS ボタン（シフト+ミ夫定）を巧 
す。 

3数をボタンで放送局の周液数を入力する。 

たとえば 、 「FM 76.日日 MHz 」 を選ぶには、 数 
宇 ボタンの7、 巨、 0、0を押します。 

入力の途中で数字を間違えたとさは 
D.ACCESS を 2 回巧して、入力をはじめか 
らやり直して < ださい。 

放送局を記憶ずる 

本機では、よく聞く放送局を A 、 B 、 C の 3 つ 
のクラスに各]日局、合計 3 日局まで記憶する 
ことびでさます cJ 

1 AM または FM ボタンを巧してリモコンを 
チューナーモードにする。 

2記憶させたい放送局を受信する。 

詳しくは「ラジオ放送を聞く」（上記）をご覽 
<ださい。 

3 T . EDIT ボタンを}甲す。 

ディスプレイに ST . MEMORY と表示され、 
クラスび点滅します。 

4クラス（シフト +2) を巧して記憶させる 
クラスを選んでか6、 ST +/— ボタンを巧して 
記憶させるステーションま号を選ぶ。 

ステーションの選択にはフ□ントパネルの 

MULTI JOG も使用でさます。 


マニュアルチューニンク 

TUNE +/— を押すたびに]ステップずつ 

周波数を移動します。 

八イスピードチューニング 
TUNE +/— を押し続けると、高速で周波 
数を移動します。受信したい放送局の周波 
数でボタンから指を離して < ださい。 

FM の受信で Y ’ A または GD インジケーターび点 
好せず受信状態び悪いとさは、 MPX (シフト 
+3) ボタンを巧してモノラル受信に切り換えま 
す。受信感度びよくなり放送び聞きやすくなり 
ます。 


ラジオ放送を聞< 

放送局を受信するには自動選局（オートチュー 
ニング）と手動選局（マニュアルチューニン 
グ）のち法びあります。一度受信した放送局は 
記憶させて、呼び出すこともでさます。詳しく 
は「放送局を記憶する」（下記）をご覧くださ 
い。 

1 AM または FM ボタンを巧して聞をたいバ 
ンドを選ぶ。 

2放送局を受信する。 

下の 3 つのち法で選局でさます。 


ラジオチューナーの使用 


第7章： 

ラジオチューナーのほ用 


ラジオ 


じしす 
は探探 
きをを 
動局局 
び送送〇 

数^诚心 
波でのさ 
周動次だ 
、自。く 
て。すて 
しすまし 
押まり押 
をしま度 
"離止 I 
をとラ 
指るち 
ly らすは 

^ .11 iiiirr lUi 


因メモ 

1 FM 放送を記憶したときは、 MPX の設定わ記憶されます。 








ジオチュ—ナ—の使用 


) 


已巧定を巧す。 

巧定を巧すと、保存先のクラスとステーション 
番号の点滅び止まり、本機に放送局び記憶され 
ます。フ□ントパネルの ENTER も使用でさ 
ます。 

記憶した放送局を階び出す 

放送局を呼び出すには、その前に放送局を記憶 
する必要びあります。放送局を記憶していない 
場合は、「放送局を記憶する」（已]ページ）を 
ご覧ください。 

1 AM または FM ボタンを巧して、呼び出し 
たいバンドを還ぶ。 

2クラス（シフト +2) ボタンを巧して呼び 
出したい放送局のクラスを還ぶ。 

押すたびにクラス A 、目、 C び切り換わります。 

3 ST +/- を巧して呼び出したい放送局のス 
テーシヨンま号を選ぶ。 

数字 ボタンでステーション番号を選ぶこともで 
さます。 

記憶した放送局にを前をつける 

選局しやすいように、記憶した放送局に名前を 
つけることびでさます。 

1 AM または FM ボタンを巧してリモコンを 
チューナーモードにする。 

2名前をつけたい放送局を選ぶ。 

選局ち法については、「記憶した放送局を呼び 
出す」をご覽ください。 


-最後の文字を選んだあとに巧定を巧すと、 
名前び記憶されます。 

-巧定はフ□ントパネルの ENTER も使用で 
さます。 

〇ヒント 

-入力した名前を消去するには、上記の手順 
4 ですベてスペースを入力してください。 

-放送局に名前をつけると、チューナー表示 
(シフト +1) を巧すことで、その放送局の 
周波数表示と名前表示を切り換えることび 
でさます。 


3 T.EDIT を}甲す。 

表示部に ST . NAME び表示され、最初の文字 
の位置でカーソ J レび点滅します。 

4ち前を入力する。 

名前は 4 文宇まで入力でさます。 

• フ□ントパネルの MULTI JOG または U モ 
コンの ST +/— ボタンで文字を選びます。 

• 巧定を巧すと次の文宇へカーソルび移動し 
ます。文字を入力せず空白のままにするに 
は、スペースを入力してください。 






第 8 章： 

機器の録音/録画 


音声と巧像を録音/録画する 

本機に接続されている機器 （ CD プレーヤーや 
テレビなど）や本機のラジオチューナーなどを 
本機を通して録音/録画することびでさます cJ 
アナ□グ音声信号のデジタル録音およびデジタ 
ル音声信号のアナ□グ録音を行うことはでさま 
せんので、録音する際は必ずデジタル、アナ □ 
グの接続を合わせてください。詳しくは「接 
続」 （13 ページ）をご覽ください。 
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1録音/録画したい入力機器を選ぶ。 

U モコンは 入力切換 ボタンまたは マルチコント 
□—ルボ タンで、本体は 入カフアンクシヨン切 

り換え ボタンで選びます。 
rCD - R / TAPE 」、「 US 目」入力は シフトを 巧し 
なびら選びます。 


2化要に応じて入力信号を還ぶ。 

AV アンプを 押してから 音声信号切換を 巧して、 

再生する機器に合った音声入力信号を選択しま 
す。フ□ントパネルの SIGNAL SELECT で 

ち選択でさます。詳しくは「入力信号を選択す 
る」 （3 己ページ）をご覽ください。 

3録音/録画したい入力機器の準備をする。 

ラジオを受信したり、 CD 、 ビデオ、 DVD を入 
れるなどの準備をします。 

4録音/録画機巧の準備をする。 

録音/録画用のカセットテープ、 MD ディス 
ク、ビデオテープなどを録音/録画する機器に 
入れて、録音レベルを設定します。 2 
録音レベルについてわからない場合は、録音/ 
録画機器の取扱説明書をご覽ください。ビデオ 
デッキなどでは通常、録音レベルは自動設定さ 
れます。 

已録音/録画を開始してか6、機器を再をす 
る。 


@ メモ 

1映像を録画する場合、入力機器と録画機器の接続ケーブルを同じタイプにする必要びあります。たとえば、入力機器と 
本機をビデオコードで接続し、録画機器と本機を D 端テケーブルでつないだ場合は録画することびできません。詳しく 
は 「 DVD レコーダーやビデオデッキを接続する」 （17 ページ）をご覧ください。 

2本機の音量、出カレベル、 I -ーンコント□ール（低音/高音）、ラウドネスやサラウンドの設定などは、録音には反映 
されません。 


機器の録音/録画 


録音/録画 































〔USB メモリーの再生 


) 


第 g 章. 

USB メモリーの再生 


USB メモ IJ — を再生ずる 

お手持ちの USB メモ U —を本機に接続するこ 
とで 、 USB メモ U —に記録されている音楽 
ファイルを本機で再生することびでさます。本 
機ではステレオまたはモノラル音声を再生する 
ことびでさます cJ 

1 USB ボタン（シフト+ DVR / VCR ) を巧す。 

2本機の USB 端子に USB メモリーを接続 
する。 

USB 端テはフ□ントパネルにあります。 

3リモコンの再をボタン （►) を巧して再を 
を開始する。 

ファイルび複数のフォルダーに記録されている 
場合は、1；(下の例のよラな順番で再生します。 
このとさ同じフォルダー内では、ファイル名に 
従って再生されます。 

例）1；(下のよラなフォルダー構成の場合、フォ 
ルダー日から己の順番でファイル ] から8の 
順に再生します。 



US 目メモ U —を抜くときは、本機の電源を 
切ってから抜いて < ださい。 


ボタン機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 

◄◄ 

早戻しします 

(2 回押すことで速度び増します)。 

►► 

早送りします 

(2 回押すことで速度び増します)。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続け 
て押すと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 


^重要 

USB ERR と表示されたとさはじ(下の内容をご 
確認のラえ、下記の操作を行ってみてください。 


USB ERR 内容 

USB ERR 1 

USB メモ U —の消費電力び大さすざま 
す。 

USB ERR 2 

対応していない USB 機器び接続され 
ています。 

US 巨 ERR 3 

「故障かな？と思ったら」 （6 己ぺージ） 
をご確認ください。 


-本機の電源を切ってから、再度電源を入れ 
てみて < ださい。 


• 本機の電源を切ってから USB メモ U —を 
抜さ、再度 US 目メモ U —を接続して電源 
を入れてみて < ださい。 

- DVD/LD などの他の入力に切り換えてか 
ら、再度 USB 入力にしてみてください。 


因メモ 

1•本機で再生できる US 目メモリーのファイルは、 WMA 、 MP 3、 MPEG -4 AAC のいずれかで、著作権保護のかかつ 
ていない音楽ファイルのみです。 

-本機とパソコンを US 目ケーブルで接続して音楽ファイルを再生することはできません。本機び対応している US 目メ 
モリーは、外付八ードディスクや携帯フラッシュメモ U -、 デジタルオーディオ再生機 （FAT ] 日 、 FAT 32の 
フオーマットに対応）などの USB マスストレージクラスに属する機器です。 

•本機ではすべての US 目メモ U —の再生、および電源の供給を保証でさない場合びあります。また、本機と接続した 
ことで、 US 目メモ U —のファイルび万び一損失した場合、当社は一切の責任を負うことびでさませんので、あらかじ 
めご了承ください。 

-容量の大さい US 目メモ U —を接続したとさは、読み込みに多少時間びかかることびあります。 

-本機は US 目八ブには対応していません。 










































USB メモリーの再を 


• AC アダプターび付属されている USB メモ 
U —をお使いの場合は、 AC アダプターを 
接続して使用してみてください。 

上記の操作を行ってを USB ERR び表示される 
ときは、 US 巨メモ IJ 一び本機に対応していな 
いということになります。 

再生でホる任湿ファイルについて 

本機では標準的なヴンプ U ング周波数/ビット 
レートで圧縮されたフォーマットの多くに対応 
しておりますび、一部対応していないフォー 
マットをあります。本機で対応している圧縮 
フォーマットはじ(下のとおりです。 

• MP 3 ( MPEG -1/2/2 .己才ーディオレイ 
ャ_ 3) : 

ヴンプ U ングレートは8 kHz 〜48 kHz 、 ビッ 
トレートは8 kbps 〜320 kbps (1 28 kbps 
上を推奨）\ファイル拡張テは. mp 3 に対 
応しています。 

• WMA (Windows Media Audio ) : 

ヴンプ U ングレートは32 kHz /44. 1 kHz 、 
ビットレートは32 kbps 〜] 92 kbps ( 128 
kbps 上を推奨） ] 、ファイル扳:張テは .wma 
に対応しています （ WMA 9 Pro や□スレスエ 
ンコーデイング ( loss-less encoding ) には 
対応しておりません)。 

• AAC ( MPEG -4 Advanced Audio 
Codin 呂）： 

ヴンプ U ングレートは]] .025 kHz 〜48 
kHz 、 ビットレ ー N ま] 6 kbps 〜320 kbps 
( 128 kbps 上を推奨） ] 、ファイル扳:張テは 
. m 4 a (三対応しています（アップル□スレスエ 
ン〕ーティング (Apple loss-less encodin 呂） 
には対応しておりません)。 

成重要 

-著作権保護のかかったファイルは再生する 
ことびでさません。 


MPEG-4 AAC にごいて 

AAC とは 、 「Advanced Audio Coding 」の略 
で、 MPEG -2、 MPEG -4 で使用される音声圧 
縮技術に関する基本フォーマットです 。 AAC 
データは、作成に使用したアプ U ケーションに 
よってファイル形式と拡張テび異なります。本 
機では、 iTunes ⑥によってエンコードされた、 
拡張テび r . m 4 aj の AAC ファイルを再生する 
ことびでさます。ただし、著作権保護のかかっ 
たファイルやエンコードする iTunes のバー 
ジョンによっては再生できないことびありま 
す。 

iTunes は、米国および他の国々で登録された 
Apple Inc . の商標です。 

WMA にごいて 


Plays SS 

Windows 

Media™ 


外装箱に印刷された 、 Windows Media ⑥の □ 
ゴは、本機び WMA データの再生に対応してい 
ることを示しています。 

WMA とは 、 「Windows Media Audio 」の略 
で、米国 Microsoft Corporation によって開 
発された音声圧縮技術です。本機では 
Windows Media Player によってエンコード 
された、拡張テび r . wmaj の WMA ファイル 
を再生することびでさます。ただし、著作権保 
護のかかったファイルやエンコードする 
Windows Media Player のパ'—ジョンによっ 
ては再生でさないことびあります。 

Microsoft、Windows Media 、 Windows の 
□ゴは、米国 Microsoft Corporation の米国 
およびその他の国における登録商標または商標 
です。 


USB 


因メモ 

1可変ビットレート（ V 目 R ) で圧縮されたファイルわ再生でさますび、経過時間び正しく表示されないことびあります。 








〔スピーカ ーの 応用接続 


) 


スピーカー の応用接続 


Ass 

-機器の接続を行ラとさは、必ず電源を切り、 
電源コードをコンセントから抜いてくださ 
い。 

• スピーカーコードびはみ出して他のスピー 
カー端テに接触しないようごを意ください。 

• スピーカーは、インピーダンスび60〜 
16 Q のスピーカーをご使用ください。 


別の部屋でステレオち生用スピー 
カーとしてな用する 

ヴラウンドバックスピーカーの設定 （4 日ぺ一 
ジ）で SB 2 ND Z を選択すると、サラウンド 
ノ くックスピーカー端テに接続したスピーカーを 
他の場所でのステレオ再生用スピーカーとして 
使用することびでさます。「スピーカーシステ 
ムを切り換える」（下記）で、 B または AB を 
選択してください。 

1サラウンドバックスピーカー端モ （ L / R ) 

に スピーカーを 2本接続します。 

接続ち法は「スピーカーを接続する」 （21 ペー 
ジ）と同様です。スピーカーを他の部屋へ設置 
するとさは「スピーカー配置について」 (22 
ページ）をご覧ください。 

2サラウンドバックスピーカーの設定で 
rSB.SYSTEMJ の設定を rSB 2 ND ZJ に 
設定する。 

r サラウンドバックスピーカーを設定する 
( SB . SYSTEM )」（4 日ページ）をご覽くださ 
い。 


スピーカーシステムを切り換える 

サラウンドバックスピーカーの設定 （4 日ペー 
ジ）で SB 2 ND Z を選択すると、3つのス 
ピーカーシステムを切り換えることびでさるよ 
ラになります。ちしち SB NORM . または SB 
BIAMP を選んだとさはスピーカーシステムは 
SP^A または SP^AB に固定されます。下 
の説明は SB 2 ND Z を選択したとさのもので 
す。] 

• SPEAKERS ボタンを巧してスピーカーシ 
ステムを切り換える。 


RETRIEVER LOUDNESS PROCESSING TONE 

◎ ◎◎這） 

SIGNAL TUNING/ TUNER 

SPEAKERS SELECT STATION EDIT SETUP RETURN 

>◎◎◎◎◎ 


押すたびに次のように再生されるスピーカーび 
切り換わります。 

• SP ^ A — スピーカー端テ回されたスピー 
カーから音び出ます（サラウンド再生び巧 
能です)。 

- SP ^ B — スピーカー端テ回に接続された 
スピーカーから音び出ます（ステレオ再生 
となります)。 

• SP^AB -上記 A (ソースによっては最 
大己1 ch 再生）と B (マルチチヤンネル 
ソースの場合は2 ch ダウンミックス再生） 
の音声び同時に出力されます。 


回メモ 

1•サブウーファーからの音声出力は「スピーカーの設定を行う」 （4 已ページ）の設定によって出るとさと出ないときび 
あります。また、 SP ►巳を選択しているとさは LFE チャンネルはダウンミックスされないためサブウーファーから 
は音び出ません。 

-へッドホンを PHONES 端テに差し込んでいる間はスピーカーシステムは自動的にオフに切り換わります（ただし 
SB 2 ND Z 設定時はスピーカー端テ回からは音び出ます)。 







スピーカー の応用接続 


フロントスピーカーをバイアンプ 
接続して高品位に再生する 

ノ くイアンプ接続とは高音用のアンプと低音用の 
アンプをそれぞれ別々に分けて接続することで 
高音と低音を鮮明にそれぞれの帯域ごとに増幅 
し、原音に忠実な再生を可能にします。本機の 
場合は、フ□ントスピーカーとサラウンドバッ 
クスピーカー端テを使用します。スピーカーは 
バイアンプ対応のもの （ Hi と Low (高音用と 
低音用）の端テを持つスピーカー）をご使用く 
ださい。 

1スピーカーを iU 下のよラに接続します。 

じ(下のイラストはフ□ント左スピーカーのバイ 
アンプ接続です。フ□ントちスピーカーのバイ 
アンプ接続ち同様に行ってください。 


フ□ント左 f ( 
スピーカー 


關 

# 

感 


© © 

圆 11 圆 tDW 

: 

◎ 

@ 

— ^ 

) 


フ□ントスピーカー端テとサラウンドバックス 
ピーカー端テの出力は同じです。 Hi または 
Low はどちらのスピーカー端テとち接続でさ 
ます。 

• スピーカーの極性 （+/—) と本機の極性 
(+/-) を必ず合わせてください。 

2サラウンドバックスピーカーの設定で 
rSB.SYSTEMJ の設定を rSB BIAMPJ に 
設定する。 

「サラウンドバックスピーカーを i ミ定する 
( SB . SYSTEM )」（4 日ページ）をご覽くださ 
い。 


A Mm 

• フ□ントスピーカーのバイアンプ接続をす 
るとさは、アンプへの悪影響を防ぐため、 
スピーカーに付属されている Hi — Low の 
ショート金具を必ず外してください。詳し 
くはスピーカーの取扱説明書ちご覧くださ 
い。 

• ネットワークび着脱でさるスピーカーの場 
合、ネットワークび外れた状態では効果び 
得られませんのでごを意ください。 


スピーカーを バイワイヤで接続す 
る 

バイワイヤ接続ではバイアンプ接続と同等の効 
果を得ることびでさます。バイワイヤ接続では 
スピーカー端テ回と回の両方を使用する必要 
びないため 、 SB NORM . または SB 2 ND Z 

でシステムを組むとさは1；(下の接続を行いま 
す。 

• バイワイヤリングが応 スピーカーの Hi と 
Low 2 本の スピーカーコー ドを スピーカー 端モ 
回 のスピーカーへ 並列に接続する。 



] 本はバナナプラグを 
用いると便利です 


Ass 

• このち法で異なる2つのスピーカーを接続 
しないで < ださい。 


応用接続 






























他機器のリモコン操作 


他機器を操作するためのリモコン 
設定について 

付属の U モコンを使って、本機！;(外のパイオニ 
ア製品や他社の機器を操作することびでさま 
す。お手持ちの機器のプ U セットコードび U モ 
コンに登録されている場合は、該当するコード 
を呼び出すだけで操作でさるようになります。 
ただし、プ IJ セットコードを呼び出してち、す 
ベての操作びでさなかったり、まったく操作で 


さないことちあります。1 

〇ヒント 

- U モコンの設定中に AV アンプボタンを巧 
すと設定はキャンセルされます。 

- U モコンの設定中に]分間何も操作びない 
と自動的に設定はキャンセルされます。 


1 AV アンプボタンを巧しなび6数をボタン 

の1を}甲す。 

U モコンの LED ランプび点滅します。 

2操作したい機器のマルチコント□ールボタ 

ンを}甲す。2 

U モコンの LED ランプび点打に変わります。 

3操作したい機器に U モコンを向けて、その 

機器に該当するメーカーコード （64 ぺージ） 

を入力する。 

-正しく設定されると電源日 N / OFF 信号び 
U モコンから送信され、操作したい機器の 
電源び日 N または OFF に切り換わります。 

-メーカーコードび正しく入力されてち間 
違って入力されても手順2へ戻ります。 

• 機器の電源び日 N / OFF しない場合で、そ 
の機器に別のメーカーコードびある場合は、 
手順2から別のコードでやり直してみてく 
ださい。 

4他の機器をプリセツトコードを設定したい 

ときは手順2〜3を繰り返す。 

5 AV アンプボタンを巧して設定をお了する。 


@ メモ 

1 テレビ関係の〕ード（テレビ、 CATV、 衛星チューナーなど）は TV / SAT または テレビ操作（シフト + F . AUDIO ) 
ボタンにのみ設定することびでさます。 

2 AV アンプ ボタンには登録できません。 


) 


他機器のリモコン操作 
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他機器のリモコン操作 


ダイレクトフアンクシヨン機能を 
設定する 

-工場出荷時の設定： ON 
ダイレクトフアンクシヨンはマルチコント□一 
ルボタンを押したときに、本機の入力を切り換 
えるかどうかを設定する機能です。オフにする 
と入力は切り換わらずに U モコンの操作モード 
のみ切り換わります。オンにすると入力も U モ 
コン操作モードち切り換わります。1 

1 AV アンプボタンを巧しなび6数をボタン 
の4を}甲す。 

U モコンの LED ランプび点滅します。 

2設定したいマルチコント□ールボタンを巧 
す。 

U モコンの LED ランプび点灯に変わります。 

3オンに設定したいとまは数字ボタン1を、 
オフに設定したいとまは数をボタン2を巧す。 

4 AV アンプボタンを巧して設定を終了する。 


リモコンの設定を初期化ずる 

U モコンに設定されたすベての機能を U セット 
して工場出荷時に戻します。 

- AV アンプボタンを巧しなび6数字ボタンの 
0を3秒間巧し続ける。 

U モコンの LED ランプび3回点滅し、 U モコ 
ンに設定されたすベての機能をリセットします。 


リモコン 


因メモ 

1 マルチコント□-ルの TV 操作【シフト + F . AUDIO ) にはダイレクトフアンクシヨンを設定できません。 





^ 他機器のリモコン操作 


) 


テレビの操作 

本機の U モコンにプ U セットコードを入力することで、他機器を操作できるようになります。詳し 
くは「他機器を操作するための U モコン設定について」（已8ページ）をご覧ください。マルチコン 

卜□ールボタンの TV / SAT またはテレビ操作を選択します。 


1ボタン 

機能 

機器 1 

テレビむ 

テレビ操作 ボタンにプ U セツトコード設定した機器の電源を 
入/切します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

テレビ 
入力切換 

映像入力を切り換えます（機種によってはでさないをのびありま 
す)。 

テレビ 

テレビ 

チヤンネル +/- 

チャンネルを選択します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

テレビ音量 

+/- 

音量を調整します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

入力機器む 

テレビや CATV の電源を入/切します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

音青 

(シフト+ ►►) 

音声を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

CH +/- 

(シフト + 1740 

チャンネルを選択します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

番組表 

番組表を表示します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

戻る 

RETURN または NEXT を選択します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

メニユー 

メニュー画面を選択します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

数字ボタン 

チャンネルを選択します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

+10ボタン 

チャンネルを選択します （2 巧!;(上の数値入力用)。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

決定/ DISC 

チャンネルを入力します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

ミ夫定 

メニュー画面操作時に項目の選択、調整をします。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

地上アナ□グ 
(シフト + 4) 

地上アナ□グ放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

地上デジタル 
(シフト + 5) 

地上デジタル放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

(シフト+巨） 

BS デジタル放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 























他機器のリモコン操作 


1ボタン 機能 機器 1 

ち 

(シフト + 7) 

番組表やデータ放送番組で、項目を選んだり表示を切り換えると 
さ、青ボタンとして使用します。 

衛星チューナー/テレビ 

ホ 

(シフト + 8) 

番組表やデータ放送番組で、項目を選んだり表示を切り換えると 
さ、ホボタンとして使用します。 

衛星チューナー/テレビ 

緑 

(シフト + 9) 

番組表やデータ放送番組で、項目を選んだり表示を切り換えると 
さ、緑ボタンとして使用します。 

衛星チューナー/テレビ 

黄 

(シフト + 0) 

番組表やデータ放送番組で、項目を選んだり表示を切り換えると 
さ、黄ボタンとして使用します。 

衛星チューナー/テレビ 

r 口 

(シフト + +10) 

110度 CS デジタル放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

?►) 

デジタル放送のテレビ番組やラジオ番組に連動したデータ放送を 
表71^します。 

衛星チューナー/テレビ 

ま組眉報 

番組情報を表示します。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 


因メモ 

U モコンの テレビ基本操作 ボタンは、 テレビ操作（シフト + F . AUDIO ) ボタンにプ U セットコー 
ドを設定したテレビの操作に使用します。そのため、使用するテレビび1台のとさはマルチ コント 
□ー ルの テレビ操作（シフト + F . AUDIO ) ボタンにプ U セットコードを設定してくださし、2台 
のとさは テレビ操作（シフト + F . AUDIO ) ボタンに通常よく使うテレビのほうを設定してくださ 
い。 













^ 他機器のリモコン操作 


) 


他機器の操作 

本機の U モコンにプ U セットコードを入力することで、他機器を操作できるようになります。詳し 
くは、「他機器を操作するための U モコン設定について」（已8ページ）をご覽ください。プ U セッ 
トコードび入力された機器の マルチコント□ールボ タンを選択します。 


1 ボタン 

機能 

機器 1 

入力機器む 

電源を入/切（スタンバイ）します。 

CD/MD/CD-R/VCR/ 
DVD/LD/ DVR プレー 
ヤー/カセットデッキ 


再生中のトラック/チャプターの先頭に戻ります。続けて押すと、 
前のトラック/チャプターの先頭に戻ります。 

CD/MD/CD-R/DVD/LD 

プレーヤー 

►►1 

次のトラック/チャプターの先頭に進みます。続けて押すと、さら CD/MD/CD-R/DVD/LD 
に次のトラック/チャプターの先頭に進みます。 プレーヤー 

II 

再生や録音/録画を一時停止します。 

CD/MD/CD-R/VCR/ 
DVD/LD/ DVR プレー 
ヤー/カセットデッキ 

► 

再生を開始します。 

CD/MD/CD-R/VCR/ 
DVD/LD/DVR プレー 
ヤー/カセットデッキ 

►► 

早送りします。 

CD/MD/CD-R/VCR/ 
DVD/LD/ DVR プレー 
ヤー/カセットデッキ 

◄◄ 

早戻しします。 

CD/MD/CD-R/VCR/ 
DVD/LD/ DVR プレー 
ヤー/カセットデッキ 

■ 

再生を停止します。 

CD/MD/CD-R/VCR/ 
DVD/LD/ DVR プレー 
ヤー/カセットデッキ 

参録画 
( シフト + ►) 

録音/録画を開始します。 

MD/CD-R/VCR/ DVR 

プレーヤー/カセット 

デッキ 

録画停止 
( シフト + ■) 

録音/録画を停止します。 

MD/CD-R/VCR/ DVR 

プレーヤー/カセット 

デッキ 

数字ボタン 

トラック番号を入力して、トラックを選択します。 

CD/MD/CD-R/VCR/LD 

プレーヤー 


メニュー画面を操作します。 

DVD/DVR プレーヤー 

+10 ボタン 

10 じ(上のチャプター/トラックを選ぶのに使用します（たとえ 
ば、トラック13を選ぶとさ、+10と3を押します）。 

CD/MD/CD-R/VCR/ 
DVD/DVR/LD プレー 
ヤー 



















他機器のリモコン操作 


1 ボタン 

機能 

微か 

決定 / DISC 

ディスクを選択します。 

CD チェンジヤー 


ディスクを取り出します。 

MD プレーヤー 


ビデオとテレビチューナーを切り換えます。 

VCR/DVR プレーヤー 


CLEAR ボタンとして使用します。 

DVD プレーヤー 


再生面を切り換えます。 

LD プレーヤー 

トップメニュー 

トップメニュー画面を表示します。 

DVD/DVR プレーヤー 

メニュー 

ディスクのメニュー画面を表示します。 

DVD/DVR プレーヤー 

t 

一時停止します。 

カセットデッキ 


停止します。 

カセットデッキ 

ミ夫定 

再生を開始します。 

カセットデッキ 

古/与 

早戻し/早送りします。 

カセットデッキ 

和- ► l ^/ 巧定 

メニュー画面/項目を操作します。 

DVD/DVR プレーヤー 

ま做 

設定のメニュー画面を表示します。 

DVD/DVR プレーヤー 

CH +/- 

チャンネルを選択します。 

VCR/DVR プレーヤー 

(シフト + tAI ) 

トラックを選択します。 

DVD / CD / MD / CD - R / 力 
セットデッキ 

音声 

(シフト+ ►►) 

音声言語または音声チャンネルを切り換えます。 

DVD/DVR プレーヤー 

字幕 

(シフト+ ◄◄) 

多言語収録のソフトで、字幕の表示/字幕言語を切り換えます。 

DVD/DVR プレーヤー 

HDD 

(シフト+ !◄◄) 

DVD/HDD レコーダーで、八ードディスク操作に切り換えます。 

DVR プレーヤー 

DVD 

(シフト+ ■■) 

DVD/HDD レコーダーで、 DVD 操作に切り換えます。 

DVR プレーヤー 


ワンタッチダビン DVD レコーダーのワンタッチダビング機能を実行します。 DVR プレーヤー 

グ 

(シフト+トップ 
メニユ ー） 


























他機器のリモコン操作 


) 


AKAI 

DEMON 

HITACHI 

VICTOR 

MICROSOFT 

PANASONIC 

PHILIPS 

RCA 

SAMSUNG 

SHARP 

SONY 

THOMSON 

TOSHIBA 

ZENITH 

LD 

メーカー / コー ド 

PIONEER 

KENWOOD 

PANASONIC 

PHILIPS 

RCA 

SONY 


MD 

メーカー / コー ド 

PIONEER 

DEMON 

KENWOOD 

ONKYO 

SHARP 

SONY 

TEAC 


RCA 日01，日]己，日]日，日] 7 
618 

SANYO 614,621 

SHARP 

602,619,627,661 
SONY 巨04 

TOSHIBA 巨〇已，巨2巨，巨巨3 
ZENITH 603,620 

VCR(VTR) 

メーカー / コード 

PIONEER 

400,437,438,439 
FISHER 412,426,427 

GOLDSTAR 411 

GRANDIENTE 441 
HITACHI 

40 巨，434,43巨， 4 巨已 
472 

VICTOR 

407,428,429,430 
431 

MAGNA 巳 OX 414 

MITSUBISHI 

409,420 ,421,422 
423,424,4巨巨， 4 巨 7 

470 

PANASONIC 

408,432,433,4巨2 
463,473 

RCA 401,413,4]已 

SANYO 

4] 0,42己，43己，4曰8 

SHARP 

402,418,419,469 

471 

SONY 

404,416,417,4曰7 
4已8,4己9,4曰0,4曰] 
47己，47巨，477,478 
TOSHIBA 40己，4巨4,474 

ZENITH 403 


STB 应应 

( CATV 、 BS デジタルチューナー、 
BS デジタルチューナー内蔵テレビ） 

メーカー / コード 

PIONEER 

200,207,210,229 
231,232,234,2已3 
700,718 


AICHI DENSI 734 

AIWA 已巨2,己巨3,已64 
BE しし 208 

DX ANNTENA 732,733 
ECHOSTAR 20己 

FUJITSU 722,723,724 
HITACHI 已已6,72] 

JEROLD 

701,702,703,704 
711,712,713,714 
715,716 

VICTOR 

227,已已1，曰己2,已已3 

MASPRO 

已已9,已曰0,曰巨1，729 

NEC 720 

PANASONIC 

已已8,230,226,72已 
726,728 

PRIMESTAR 206 

RCA 201,203,209 
SA 70己，70巨，708,709 
731 

SHARP 已已4 

SUMITOMO 730 

SONY 202,已已7 

TOSHIBA 

222,228，已已己， 7] 9 
ZENITH 707,710,717 

CD 

メーカー / コード 

PIONEER 300 

DEMON 309 

VICTOR 303 

KENWOOD 

310,311,321 

MARANTZ 323 

ONKYO 307,308,320 
PANASONIC 304,32巨 
PHILIPS 312,313,322 
RCA 302,319 

SANYO 313 

SONY 

301,316 ,317,318 

TEAC 

30 己， 30 巨，324,32已 
327 

YAMAHA 314,315,328 


TV 

メーカー / コード 

PIONEER 

600,631 ,632,633 
巨34,巨 3 已，巨 3 巨，巨 37 
638,639,667,668 
669,670 

AIWA 660 

FUNAI 日已8 

GE 611,628 

GENERAL 666 

GOLDSTAR 610,623 

GRANDIENTE 630 

HITACHI 

日 0 日，日24,62己，日巨 4 
VICTOR 日] 3,日巨已 

MAGNABOX 612,629 

MITSUBISHI 巨09 

NEC 曰已9 

PANASONIC 

608,622,671 
PHILIPS 607 


TAPE 


メーカー / コード 


PIONEER 

800,814 

DEMON 

810 

FISHER 

813 

VICTOR 

802 

KENWOOD 

804,807 

ONKYO 

808,809 

PANASONIC 

803 

SONY 

801,806 

TEAC 

80 己 

YAMAHA 

81 1，812 

DAT 


メーカー / コード 


PIONEER 

907 

CD-R 


メーカー / コード 


PIONEER 

34 己 

PHILIPS 

346 

YAMAHA 

347 


DVR 

メーカー / コード 

PIONEER 

4曰巨，480,481，482 
483,484,487,488 
489,493 

TOSHIBA 

PANASONIC 485 

48曰，491，492 

SONY 490 


DVD 

メーカー / コード 

PIONEER 

000,009,018,020 
021 


メーカーコードリスト 

下のメーカーコードを本機の U モコンにプ U セツトすることでその機器を本機の U モコンで操作 
することびでさるよラになります。 

メーカーコードに ある メーカーの プ U セツ トコードを すべて呼び出しても、 メーカー や機器に よっ 
ては操作できなかったり異なるはたらきをすることびあります。 


700^479315 66 已 14 

01101111 C01101 
00000000000000 
3 8 2 
〇 〇 〇 
〇 〇 〇 


136471 

100000 

〇’ 己’ 

〇 〇 


8635214 

0000000 

9999999 

〇' 

〇 

9 








第 12 章： 

その他 

巧障かな？と思った S 

故障かな？と思ったら1；(下を調べてみてください。意外なミスび故障と思われています。また、本 
機！;(外の原因も考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器もあわせてお 
調べください。 

下の項目を調べても直らないとさは、修理を依頼してください。 


症が 改善策 


電源び入らない。 

電源プラグを抜いて、ちラー度差し込んでください。 

スピーカーケーブルの芯線び U アパネルに接触していないか確認し 
てください。接触していると電源び自動的に切れます。 

電源び自動的に切れてしまうようなとさは電源プラグを抜いて、パ 
イオニアカスタマーヴポートセンターへご連絡ください（裏表紙参 
照)。 

自動的に電源び切れて 
6 STAND 巨 Y / ON ボタンの 

ランプび点滅している。 

1分間待ってから電源を入れてみてください。それでも同じ症状び 
繰り返されるとさは電源プラグを抜いて、パイオニアカスタマーヴ 
ポートセンターへご連絡ください（裏表紙参照)。 

入力切換を合わせてを音声’ 
び出ない。 

‘機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「接 
続」 （13 ページ）をご覽ください。 

消音 ボタンを巧して、ミュートを解除してください。 

入力信号の選択び正しいか確認してください。詳しくは「入力信号 
を選択する」 （3 己ページ）をご覽ください。 

入力切換を合わせてち映像 
び出ない。 

機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「接 
続」 （13 ページ）をご覽ください。 

入力切換 ボタンを巧して、正しい入力に合わせてください。 

ラジオ受信中に雑音び多い。 

アンテナを接続して最良な受信位置へ設置してください （19 ペー 

受信び良好になるようにアンテナケーブルを十分に伸ばして壁に貼 
り付けるなどしてください。 

FM 屋外アンテナに接続してください。 

受信び良好になるように、アンテナのち向と位置を変えてください。 

AM 屋外アンテナまたは室内アンテナに接続してください。 

雑音を生じさせる機器の電源を切るか、または本機から遠ざけてく 
ださい。 

雑音を生じさせる機器から、アンテナを遠ざけてください。 

放送局び自動的に選ばれない。 

屋外アンテナを接続してください（:] 9ページ)。 

サラウンドまたはセンター 
スピーカーから音び出ない。 

スピーカーび正しく接続されているか確認してください （2] ページ)。 
「スピーカーの設定を行ラ」 （4 已ページ）をもラー度確認してくだ 
さい。 

「スピーカー出カレベルを設定する」 （46 ページ）でスピーカーの み 
出カレベルをちラー度確認してください。 ミ 


他 













サラウンドバックスピー 
カーから音び出ない。 

「スピーカーの設定を行う」 （4 己ページ）で、サラウンドバックス 
ピーカーの設定をちう一度確認してください。 

「スピーカー出カレベルを設定する」 （46 ページ）で、スピーカー 
の出カレベルをちう一度確認してください。 

「サラウンドバックチャンネルを使う」 （3 已ページ）で、サラウン 
ドノ くックチャンネルの設定び正しいか確認してください。 

サブウーファーから音び出 
ない。 

サブウーファーを正しく接続して、電源を入れてください。 

サブウーファーに音量調整機能びあれば、ボ U ュームを上げてくだ 
さい。 

再生しているドルビーデジタルや DTS 信号の中に低音域の LFE 
チャンネルび含まれていない。 

サブウーファーの設定を YES または PLUS にしてください。詳 
しくは「スピーカーの設定を行う」 （4 已ページ）をご覽ください。 
「 LFE アッテネーターの設定を行う」（已日ページ）を LFEATTO 
または LFEATT 1 0にしてください。 

カセットデッキを再生する 
と雑音び出る。 

雑音び消えるまで、カセットデッキを本機から離してください。 

DTS で収録されたソフトを 
再生しても音び出ない（ま 
たは雑音び出る）。 

再生機器のデジタル出カレベルを最大から中間くらいにしてくださ 
い。 

DTS フオーマット CD の 
サーチ中に雑音び聞こえる。 

‘故障ではありませんび、スピーカーから雑音び大音量で出力されな 
いように 、 DTS CD のサーチ中は本機の音量を下げてください。 

U モコンび操作でさない。 

■ 電池を交換してください （6 ページ)。 

’フ□ントパネルの U モコン受光部から7 m 、 左ち3ぴの範囲で操 
作してください （6 ページ)。 

’障害物を取り除くか、別の場所に移動させてください。 

‘ U モコン信号受光部に強い光び当たらないようにしてください。 

ディスプレイの表示び暗い、’ 
または表示されない。 

■ U モコンの デイマー ボタンを巧して、表示部の明るさを選択してく 
ださい。 

何らかの操作のあと、ディ’ 
スプレイ表示び点滅する。 

‘操作禁止を意味します。入力信号や U スニングモードによっては選 
択でさない機能びあります。 

USB マスストレージ機器び‘ 
本機で認識されない。 

‘一度電源を切ってから、再度電源を入れてみてください。 

’ USB 端テに正しく接続されているかどうか確認してください。 

‘ USB メモ U —のフォーマットび FAT 16 または FAT 32 であるか 
どうか確認してください。 FAT ] 2、 NTFS 、 HFS は本機で再生す 
ることびでさません。 

’ US 巨八ブには対応しておりません。 

US 目 ERR 3 と表示され 

USB メモ U —の再生びでさ 
ない。 

’ 「 US 巨メモ U - の再生」（己4ぺージ）の「重要」のすベての項目を 
確認、実行し、それでも USB ERR 3 び表示されるとさは、パイオ 
ニアカスタマーヴポートセンターへご連絡ください。 

US 目メモ U —のファイルを’ 
再生でさなし、 

’著作権保護のかかった WMA や MPEG -4 AAC のファイルを本機で 
再生することはでさません（パソコンなどで CD などの音楽データを 
取り込む場合、設定によっては著作権保護びかかることびあります)。 

’再生しようとしているファイルの圧縮フォーマットに本機び対応し 
ているかどうか確認してください（已已ぺージ)。 

U モコンの►ボタンを巧し‘ 
ても US 目を再生しない。 

‘ U モコンび US 巨モードになっていません。 シフト + DVR/VCR 
を巧して U モコンを USB モードにして<ださい。 


















^ その他 


入力信号 


AUTO SURROUND 


ADVANCED 

SURROUND 


STEREO 


WMA9 Pro 

(6.1 ch 信号/ 7.1 ch 信号） 


ストレートデコード再生 
撮大 7.1ch) 


ドルビーデジタルサラウンド EX 
(6.1 ch 再生検出信号付） 


□□ D に ITAL EX 

□□ PLIIx Movie* 1 /□□ PLIIx Music 
(最大 7.1 ch) 


DTS-ES 

(6.1 ch 信号/ 6.1ch 再生検出信号付） 


DTS ES Matrix/DTS ES Discrete 
DTS +ロロ PLIIx Movie*l 
DTS+oa PLIIx Music 
(最大 7.1 ch) 


ドルビーデジタル 
(5.1 ch 信号等） 


□□ D に ITAL EX 

□□ PLIIx Movie* 1 /□□ PLIIx Music 
(最大 7.1 ch) 


DTS 

(5.1 ch 信号等） 


DTS+Neo: 巨 
DTS +ロロ PLIIx Movie* 1 
DTS+nn PLIIx Music 
(最大 7.1 ch) 


MPEG-2 AAC 
(5.1 ch 信号等） 


AAC+QQ DIGITAL EX 
AAC+ 皿 PLIIx Movie*l 
AAC +ロロ PLIIx Music 
(最大 7.1 ch) 


ストレートデコード再生 
撮大ス1 ch) 


WMA9 Pro 
(5.1 ch 信号等） 


WMA9 Pro+nn DIGITAL EX 
WMA9 Pro+nn PLIIx Movie*l 
WMA9 Pro+nn PLIIx Music 
撮大 7.1ch) 


WMA9 Pro 

(6.1 ch 信号/ 7.1 ch 信号） 


ストレートデコード再生 
撮大 7.1ch) 


ドルビーデジタルサラウンド EX 
(6.1 ch 再生検出信号付） 


皿 DIGITAL EX 
DTS+nn PLIIx Movie*l 
撮大 7.1ch) 


DTS-ES 

(6.1 ch 信号/ 6.1ch 再生検出信号付） 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 
(最大 7.1 ch) 


ドルビーデジタル （5.1 ch 信号等） 


DTS (5.1 ch 信号等） 


MPEG-2 AAC (已 .1 ch 信号等 


ストレートデコード再生 
撮大已 .Ich) 


WMA9 Pro (5.1 ch 信号 


WMA9 Pro 

(6.1 ch 信号/ 7.1 ch 信号） 


ドルビーデジタルサラウンド EX 
(6.1 ch 再生検出信号付） 


ストレートデコード再生 
撮大 5.1ch) 


DTS-ES 

(6.1 ch 信号/ 6.1ch 再生検出信号付） 


ストレートデコード再生 
撮大已 .1ch) 


ドルビーデジタル（已 .1ch 信号等） 


DTS (5.1 ch 信号等） 


MPEG-2 AAC (5.1 ch 信号等） 


WMA9 Pro (5.1 ch 信号等） 


ACTION 
DRAMA 
MONO FILM 
ENT. SHOW 
EXPANDED 
TV SURR. 
ADV. GAME 
SPORTS 
ROCK/POP 
UNPLUGED 
X-STEREQ 
(最大 "Z.l ch) 


ACTION 
DRAMA 
MONO FILM 
ENT. SHOW 
EXPANDED 
TV SURR. 
ADV. GAME 
SPORTS 
ROCK/POP 
UNPLUGED 
X-STEREQ 
(最大 "7.1 ch) 


ACTION 
DRAMA 
MONO FILM 
ENT. SHOW 
EXPANDED 
TV SURR. 
ADV. GAME 
SPORTS 
ROCK/POP 
UNPLUGED 
X-STEREQ 
(最大 5.1 ch) 


ダウンミックス再生 
撮大 2.1ch) 


リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覽 

この表は出力する最大の出カチャンネル数を示したちので、厳密なデコード Ch 数とは異なります。 
表中の灰色で表示された設定は、本機により最適なモードび自動選択されます。ユーヴーによる選 
択はでさません。 

マルチ Ch 信号の場合 


N0 山 UOJdcJ L10 田 m 


0imHI3:9NISS 山 30 正 d ち田 S 


oi: cJS 田 S 


to :^ll3:0NISS 山 ^D0 正 d ちお 
おお M n 旗を田 S 









































2 ch 信号/八イヴンプリング信号の場合 


入力信号 


AUTO SURROUND 


ADVANCED 

SURROUND 


ドルビーサラウンド信号 


DTS サラウンド信号 


アナ □ グ信号、 PCM 、 

ドルビーデジタルステレオ信号 
DTS ステレオ信号 
MPEG-2 AAC ステレオ信号 


WMA9 Pro ステレオ信号 


ドルビーサラウンド信号 


DTS サラウンド信号 


アナ □ グ信号 、 PCM 
ドルビーデジタルステレオ信号 
DTS ステレオ信号 
MPEG-2 AAC ステレオ信号 


WMA9 Pro ステレオ信号 


□□ PLIIx Movie 
( 最大 7.1 ch) 


□□ PLIIx Movie 
□□ PLIIx Music 
□□ PLIIx Game 
□□ PRO LOGIC *2 
Neo : 巨 Cinema *3 
Neo : 曰 Music *3 
撮大ス 1ch) 


Neo : 已 Cinema 
( 最大 7.1 ch) 


ステレオ再生 
( 最大 2.1 ch) 


□□ PLII Move 
爆大已 .1ch) 


□□ PLII Movie 
□□ PLII Music 
□□ PLII Game 
□□ PRO LOGIC 
Neo : 巨 Cinema *3 
Neo : 己 Music *3 
撮大己 1ch) 


Neo : 巨 Cinema 
撮大已 .1ch) 


ステレオ再生 
( 最大 2.1 ch) 


ACTION 
DRAMA 
MONO FILM 
ENT. SHOW 
EXPANDED 
TV SURR. 
ADV. GAME 
SPORTS 
ROCK/POP 
UNPLUGED 
X-STEREO 
( 最大ス 1ch) 


ACTION 
DRAMA 
MONO FILM 
ENT. SHOW 
EXPANDED 
TV SURR. 
ADV. GAME 
SPORTS 
ROCK/POP 
UNPLUGED 
X-STEREO 
( 最大已 .1ch) 


ステレオ再生 
撮大 2.1ch) 


DTS9 已 /24 
(5.1 ch 信号等） 


PCM 9 已 kHz' PCM 88.2 kHz 
DTS 白巨 /24 ステレオ<言号 


ストレートデコード再生 
( 最大已 .1ch) 


ストレートデコード再生 
撮大已 .1ch) 


ダウンミックス再生 
撮大 2.1ch) 


□□ PLII Movie 
□□ PLII Music 
□□ PLII Game 
□□ PRO LOGIC 
撮大已 .1ch) 


ステレオ再生 
( 最大 2.1 ch) 


ステレオ再生 
( 最大 2.1 ch) 


*1 :サラウンドバックスピーカーを]本しか接続していないときは選択することびでさません。 

*2 : □□ PRO LOGIC は常に最大己.1 ch までの再生となります。 

*3 : MPEG -2 AAC ステレオ信号入力時は選択できません。 

回メ t 

- DVD 5.1 ch 入力のとさは、 U スニングモードの効果を加えることはでさません。 

• STEREO /フ□ントサラウンド•アドバンス/ DIRECT / Phones Surround / パーチヤルサラ 
ウンドバックモードのとさは、サラウンドバック出力はありません。 

-入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成でさないちのびあります。 


Oinv/N 君 - 出 N1 携ち径 d 客 S 


0化 CJm 田 m 


±0 千出 NISS ち星 d ち田 S 

だ挺 n 膜 dsas 


二泛巧宁 iSNI 密 8 圧富 S 


三は巧 21 羅 ©ds as 






























^ その他 


工場出荷時の設定一覽 


1 設定頂巨 

初期値 

参照ぺージ 1 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

すべて SMALL (ル）※ 

4 己 

サブウーファー 

YES (有り）※ 

4 己 

サラウンドバックスピーカーの i 受定 

SB NORM. 

40 

スピーカー出カレベル 

日 d 巨（補正無し） 

4]、46 

スピーカーまでの距離 

すべて 3. 日 m 

42、47 

ク□スオーバー周波数 

100 Hz 

46 

視聴環境の周波数特性の補正 

全帯域日 d 目（補正無し） 

42 

デジタル入力の設定 

U アパネル表記のとおり 

48 

D4 映像入力の設定 

U アパネル表記のとおり 

48 

入カフアンクシヨン 

DVD/LD 

8、37 

入力信号の種類 

AUTO (入力信号により変化します） 

3 己 

S 巨か PROCESSING モード' 

SB ON 

3 己 

U スニングモード 

AUTO SURROUND 

31 

アコースティックキヤ IJ ブレーシヨン EQ 

OFF (MCACC 設定後は ALL CH) 

42 

PHASE CONTROL 

ON 

12 

ミッドナイト U スニング機能 

OFF 

37 

ラウドネス機能 

OFF 

37 

1 ンコント□-ル機能 

BASS 0 服/ TRE 目 LE 日服 (OFF) 

37 

ダイア□グエン八ンスメント機能 

OFF 

37 

サウンドレト IJ バー機能 

OFF 

37 

スピーカーシステム A/ 目 

SP^A 

己 6 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

30 

ダイナミックレンジコント□ールの設定 

OFF 

49 

デュアルモノラル音声の設定 

CHI 

己 0 

LFE アッテネーターの設定 

ATT 0 服 

己 0 


※本機にはサブウーファー検出機能びついています。サブウーファーび接続されていない場合 
は変更します。 
































本機を初期化する 

1;(下の手順で、本機のすべての設定を工場出荷 
時の状態に初期化します。初期化はフ□ントパ 
ネルで行います。 

1本機の電源をスタンバイが態に切り換える。 

2 TONE ボタンを巧しなが6 6 STANDBY / 
ON ボタンを約3砂間巧し続ける。 

3表示部に RESET ? と表示された6、 
ENTER を}甲す。 

表示部に OK ? と表示されます。 

4 SETUP を押す。 

表示部に OK と表示され、本機び工場出荷時の 
状態に初期化されたことを示します。 


電源コードについてのミ主意 

電源コードは電源プラグ部を持って取り扱って 
ください。ショートや感電の原因となるため、 
コードを引っ張ってプラグを抜いたり、濡れた 
手で電源コードに触れたりしないでください。 
電源コードを傷つけないため、本機や家具の下 
敷さにならないようにしてください。電源コー 
ドは結び目を作ったり、他のコードと一緒に結 
んだりしないで < ださい。 

電源コードは、踏みつけられないように配線し 
てください。破損したコードは乂災や感電を引 
さ起こします。電源コードに破損びないかを定 
期的に確認してください。 

をし破損していたら、お買い上げの販売店へ交 
換を依頼してください。 


本機のお手入れにごいて 

• 磨さ巧や乾いた布で、表面のほこりや巧れ 
を}式さ取ってください。 

-表面び巧れているとさは、中性洗剤を水で 
已〜6倍に薄めたものに柔らかい布を浸し 
てよく絞って、巧れを拭き取り、乾燥した 
巧でから拭きします。家具用のワックスや 
洗剤は使用しないでください。 

-製品の表面びさびることびありますので、 
シンナー、ベンジン、殺虫剤などを製品に 
かけたり、製品の近くで使用しないでくだ 
さい。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気になるちの 
です。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しぶラ。 

ステレオの音量は、あなたの必びけ次第で大さ 
くもルさくもなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でも通りやすい 
ちのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配り 
ましよラ。近所へ音び漏れないように窓を開 
め、お互いに/こ\を配り、快い生活環境を守りま 
しぶラ。 




^ その他 


付属品 

セットアップ用マイク . 

単3形乾電池（動作確認用) 

U モつン . 

AM ループアンテナ . 

FM アンテナ . 

保証» . 

取扱説明書 . 


FM チユーナー部 

受信周波数 . 76.日 MHz 〜9日.日 MHz 

実用感度 ..... モノラル： ] 己. 2 dBf (1.6 心 V /7 已が 
S / N 已日犯感度 

. モノラ J レ： 2日. 2 d 目 f (2.8 A / V /7 已 Q ) 

. ステレオ： 41 .2 d 目 f (3 1 .6 \ N /1 ろな) 

SN 比 （8 己 dBf 入力時） . モノラル：7目 dB 

. ステレオ：72 dB 

高調波歪率 . ステレオ：日.己％ (1 kHz ) 

実効選択度 . 65 dB (± 400 kHz ) 


ステレオセパレーシヨン . 

周波数特性 . 3日 Hz ' 

アンテナ . 


4日犯り kHz ) 
] 已 kHz (±1 dB ) 
.... 75 Q 不均衡型 


AM チユーナー部 

受信周波数 . 已22 kHz - 1629 kHz 

受信感度（付属ループアンテナ） . 3已日 / A//m 

SN _ b ヒ . 已0 dB 

アンテナ . ループアンテナ 

電源部-その他 

電源 . AC ] 00 V 、已〇 Hz /60 Hz 

消費電力 . 330 W 

スタンバイ時 . 日.4已 W 

外形寸法（幅 X 高さ X 奥行） 

. 420 mm x 1 58 mm x 3 己 2 .已 mm 

質量（本体のみ） . 8.8 kg 


因メ =E 

仕様と外観は改良のため予告なく変更すること 
びあります。 


そ 

の 

他 


仕様 

アンプ部 

実用最大出力 ( JEITA 、] kHz 、 1日〇/〇、目な） 

フ□ント . 100 W/CH 

センター . 100 W 

サラウンド . 100 W/CH 

サラウンドバック . 100 W/CH 

定格出力（ステレオ動作時） 

2日 Hz 〜2日 kHz 、 日.日8 %、目 Q 

. 7已 VV + 7 已 W 

定格出力（サラウンド動作時） 

2日 Hz 〜2日 kHz ' 日.日8 %、目 Q 

フ□ント . 65 W/CH 

センター . 6己 W 

サラウンド . 65 W/CH 

サラウンドバック . 65 W/CH 

才ーディオ部 

入力端テ（感度/インピーダンス） 

LINE 系 . 200 mV /47 kQ 

周波数特性 

LINE 系 . 己 Hz 〜1日日 kHz ' 亡 g d 目 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 200 mV /2.2 kQ 

トーンコント□ール 

BASS . ±6 dB (100 Hz ) 

TREBLE . ±6 dB (10 kHz ) 

LOUDNESS . 


(音量 一 6 日 d 目時) 

. +]0犯/+已犯(100 Hz / 10 kHz ) 

SN 比 （ IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 
LINE 系 . 96服 

ビデオ部（コンポジット /S) 

入力端子（感度/インピーダンス）…1 Vp - p /7 已 Q 
出力端子（レベル/インピーダンス） 

. 1 Vp - p /7 已 Q 

. 已己 d 巨 

10 MHz 、 d 目 


SN 比 . 

周波数特性.. 


己 Hz ' 


ビデオ部 （D4 ビデオ部） 

入力端子（感度/インピーダンス）.. . 1 Vp - p /7 已 Q 


出力端子（レベル/インピーダンス） 


Sim. 

周波数特性.. 


己 Hz ' 


…1 Vp - p /7 已 Q 

. 已已 dB 

10 MHz 、 d 目 


I — 2 _~ ~ _ — _ — _ — 






















































プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック llx の 
持つ様々な機能を、選択して搭載することび 
巧能です。プ□□ジック llx 搭載、とキャッチ 
フレーズされた商品でも、必ずしも全く同じ 
機能を持っているとは限らないことにごを意 
<ださい。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づ 
き製造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 
Logic、Surround EX . ダブル D 記号及び 
AAC □ゴは、ドルビーラボラト U —ズの商標 
です。 


「 DTS 」 および 「 DTS-ES I Ne 日:6」は DTS 
社の登録商標です。「96/24」は DTS 社の商 
標です。 







保証とア フターヴー ビス 


巧証書側添） 

保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記 
入を確かめて販売店から受け取っていたださ、 
内容をよくお読みのうえ、大切に保管してくだ 
さい。 

保証期間はご購入曰から]年間です。 


補修用性能部品の巧ち期聞 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち 
切り後8年間保有しています。性能部品とはそ 
の製品の機能を維持するために必要な部品です。 


修埋に関するご質巧、ご相談 

お買い巧めの販売店へご相談-ご依頼ください。 


修埋を依巧されるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？ 
と思ったら」の項目をご確認ください。それでち 
異常のあるとさは、必ず電源プラグを抜いてから、 
販売店へご依頼ください。ご転居されたり、ご贈 
答品などで、お買いまめの販売店に修理のご依頼 
びでさない場合は、裏表紙の「ご相談窓□のご案 
内」•「修理窓□のご案内」をご覧になり、修理受 
付センターにご相談ください。 


■ 連絡していただをたい内容 

• ご住所 
• お名前 
-お電話番号 

-製品名： AV マルチチヤンネル-アンプ 
• 型番： VSX - 已] 7 
-お買い上げ曰 

-故障または異常の内容（でさるだけ詳し <) 
-訪問ご希望曰 

-ご自宅までの道順と目標（建物や公園など) 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保 
証書に記載されている当社の保証規定に基づさ 
修理いたします。 

■ 保証期間が週ぎているとまは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望 
により有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデ 

才機器）です。下記のを意事項を守ってご使用<だ 

さい。 

1. 一般家庭用!^ソ外での使用（例：店舗などにおける 
BGM を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用 
しないで < ださい。 

3. 八ウ1」ングで製品び故障する恐れびありますので、 
マイク□フオンを接続する場合はマイク□フオンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むよラな大音量では 
使用しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生 
しないで < ださい。 



与 


故障や事故防止のためずぐに使用 
を中止し、電源プラグをコンセン 
卜か!5巧き、 r 保証とアフターヴ 
ービス」（上記）をお読みのうえ、 
修理受付センター（裏表紙）に点 
検をご依頼ください。 









受付月〜金 9:30-18:00 (± ■曰■祝-鮮社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、13:00〜18:00 (脾社休業日は除く） 

022-37 已 -499 日干981 -31 21 f 山台市泉区上谷乂 U 巨-1 0-2 日 
023-日]己-1627 干 990-0023 山形市松波 1-8- 17 

024-991-7466 〒日巨 3-8861 郡山市鶴見坦 1- 日-2已クレールアヴエニユー伊藤第2ビル1 F D 号 
0] 日-己已 9- 18日已干020 -00 已1盛岡市下太田下"I原]已 3-1 
0] 7-73 己-2438 干030 -0821 青森市勝田 2-16- 10 
0] 78-44-3351 干03 1-0802 ノ V戸市ノ」、中野 4-3-34 
0] 8-86 日-7401干 0] 0-0802 秋田市が旭川字梶の目34巨-1 


•東北地区 

☆仙台 サービスセンター 
山形 サービス 認定店 
郡山 サービス 認定店 
盛岡 サービス 認定店 
青森 サービス 認定店 
八戸 サービス 認定店 
が田 サービス 認定店 


参東京都内 

世田谷サービスステーション 
化東京サービスステーション 
多摩サービスステーション 


FAX 03-34] 9-4234 
FAX 03-3944-7800 
FAX 042-已24-已947 


受付月〜± 9:30〜18:00 ( 曰■祝■弊社休業日は除く） 

干1已已 -0032 世田谷区代沢 4-2 己-日 
干170 -0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第兰义保ビル 1F 
干190 -0003 立川市栄町4-18-]エクセル立川] F 


• 関東-甲信越地区 

新漏サービス認定店 
佐渡サービス指定店横山電機商会 
な千葉サービスセンター 
松戸サービス認定店 
水戸サービス認定店 
つくばサービス認定店 
☆埼玉サービスセンター 
川越サービス認定店 
宇都宮ヴービス認定店 
群馬サービス認定店 
☆ネ申奈川サービスセンター 
横お化サービス認定店 
ネ申奈川西サービス認定店 
兰宅島サービス指定店勝見電機 
松本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 


FAX 

02 己- 241-1879 

FAX 

02 巳 9 -巨 3-3400 

FAX 

043 -207-2 已己已 

FAX 

047 -340- 已〇已2 

FAX 

029 -248- 130巨 

FAX 

0298-58-1369 

FAX 

048-日已 1-8030 

FAX 

049 -233-6 已81 

FAX 

028-巨已7-已882 

FAX 

0270 -22-1 8已9 

FAX 

04己- 943-3788 

FAX 

04已 -943-3] 已已 

FAX 

04巨-23 1-1 209 

FAX 

04994-巨-124巨 

FAX 

02巨 3-48-0 已7已 

FAX 

02巨-229-已2已〇 

FAX 

〇已已 -228-8003 


受付月〜金9:30〜18:00 (± .曰■祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜わ受付目:30〜12:00、13:00〜18:00 (醉社休業日は除く） 

干9已 0-09 13新潟市鐘！-己-23 
干日已 2- 1209佐渡市金井町千種11已 8-] 

干2巨 3-00 14干葉市稲毛区作草部町1 369-1 椎の実ノVイツ1 F 
干 270-002] 松戸市ル金原4-日 -23 
干31 0-0844 水戸巿住吉町 307-4 
干30巳-004已つ < ば市梅園 2-2-6 
干 331-0S12 さいたま市化区宮原町 1-310-1 
干3己 0-0804 JI 陋市下広谷1 128-1 1 
干32 1-09 12宇都宮市石井町 3373-1 

干 372-080] 伊勢崎市宮子町1 191-17 パサージュ808伊勢崎] 01号 
干 224-0037 横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデユール茅ヶ崎 
干 224-003 巨横お市都筑区勝田南 1-19-17 
干 243-0422 海老名市中新田 4- 10-已3中山ビル 1F 
干] 00-121] 兰宅村大字坪田 

干 390-0 呂已2松本巿大字島立180-已パイオニアネ公本拠点 1F 
干 380-093 己長野市中御所] -24 
干400 -003 已甲府市飯田 4-9-1 4 


•中部地区 

☆名ち屋サービスセンター 
岡崎サービス認定店 
津サービス認定店 
岐阜サービス認定店 
静岡サービス認定店 
おまサービス認定店 
ミ兵松サービス認定店 
金沢サービス認定店 
富山サービス認定店 
福井サービス認定店 


受付月〜金日:30〜18:0日（± .曰■祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 
FAX 〇已2-已 32-1 ]48干4已 1-00 日3名古屋市西区ホ甲切 2-8-1 8 
FAX 0己巨 4-33-7080 干 444-093] 岡崎市大ホ□田 J 字荒田3巨-1大ホ□ビレッジ B-1 
FAX 〇已 9-213-67 12〒己 14-082] 津市垂水己22-已 
FAX 〇已 8-274 -已2已巨〒已〇 0-83 已巨岐阜市六条江東 1-1-3 
FAX 〇已 4-237 -已巨 9] 干 422-8034 静岡巿屋曼ミ巧区高松]-6-已 
FAX 〇己已 -9 巨 7-84 己已干41 0-087 巨沼ま市 j ヒ今ミ尺] 2-7 
FAX 〇已 3-422-140] 干43已 -0042 お松市擦ヶ瀬町41已ビラモデルナ已号 
FAX 07日- 240-0 己已〇 干 920-03 日2金沢市ち府 3-60-1K2 ビ J レ 1F 
FAX 07巨-42已 -3027 干93日-821 ] 富山市二□田 -7-1 
FAX 077日- 27- 17目8干9 10-000] 福井市大願寺3-已 -9 


ヴー ビス ステー シヨン IJ スト 

認定店は不在の場合をございますので、持ち込み希望のお客様は 修理受付センタ~ にご確認くださ 
い。サービス拠点への電話は、 修王串受かセンタ~ にてお受けします。(沖縄のちは沖縄サービスス 
テーシヨンにてお受けします。） 


サービス 拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付センターでお受けします。（ミ中縄県のちはミ中縄サービスステーション） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認ください。 


>北海道地区 

☆札幌サービスセンター 
旭川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社化業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜] 2:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 
FAX 01 1-61 1-5694 〒〇日 4-0822 札幌市中央区化2条西 20-1-3 クワヴワビル 
FAX 0] 6日-己已 -7207 干 070-0831 旭 JII 市旭り T1 条]了目 438-89 
FAX 0] 已已 -23-77 已7干080-001已帯広市西已条南28了目1 -1 
FAX 0] 38-40-6473 干041 -08 11函館市實岡町 2-18-7 


X X X X X X X 

A A A A A A A 

F F F F F F L 


Ja 


















☆大阪サービスセンター 

FAX 

06-6310-9120 

大阪化サービス認定店 

FAX 

0 日-目 4 巳 3 -已 6 日目 

大阪南サービス認定店 

FAX 

0722 -7 已 -262 已 

神戸サービス認定店 

FAX 

078-2 己己-0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

07白2-己]-2巨已巨 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734 -46-302 巨 

京都サービス認定店 

FAX 

07已 -3 已 2-2 已88 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742 -3 巨- 87] 3 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773-24 -己37己 


•関西地区 


受付月〜金 9:30-18:00 (± ■曰■祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜わ受付 9:30-12:00, 1式00〜18:00 (醉社休業曰は除く） 

〒己巨 4-00 已2吹田市広芝町己-8 
〒已31 -0076 大阪市化医大ミ定中 3-9-4 

〒已 93-8322 巧市西区ま义野町 1-8-1 已□-ズマンション 1 F 
〒巨已 1-0093 巧戸巿中央区二宮巧 1 T 目 10-1 □—レル E 宜ノースアベニュ ー IF 
〒巨71 -0224 姫路市別所町佐 ±4-2 
〒己4 1-0021 和歌山市和歌浦ま 3-1-2 已 

〒己00 -8322 京都巿下京区西洞院通五条東南角ル柳巧已 13-2 五条义保田ビル 1 F 

〒巨 30-8 132奈良市大森西町2 1-26 

〒日 20-00 已已福知山市擦尾新町 2-74 カマ八チマンション 


♦ 中国.四国地区 

☆広島サービスセンター FAX 082-248-9939 

岡山サービス認定店 FAX 086-244-8748 

松江ヴービス認定店 FAX 08已 2-22-7779 

福山サービス認定店 FAX 0849-31-2791 

鳥取サービス認定店 FAX 08日 7-29- 1290 

徳山サービス言忍定店 FAX 0834 -33 -已7已9 

高松サービスステーション FAX 087-86]-4841 

手窓島サービス目忍定店 FAX 088-669-6076 

高知ヴービス認定店 FAX 088-802-3321 

松山サービス認定店 FAX 089 -9 已]-巨270 


受付ち〜金 9:30-18:00 (± ■曰■祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜を受付日:30〜12:00、 ] 3:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干730 -0041 広島市中区ル町 2-30 第二有楽ビル 1 F 

干700 -097 已岡山市今 8-1 己-21 

干690 -00] 7松江市西津田4-已 -40 (有）テクピット内 

干720 -08 ] 已福山市野上町 3- 1 2-9 

〒巨 80-00 巨1鳥取市立"旧 T 己-240 -1 

干74己-000目周南市花富町 3-1] 森広事務所 1 F 

干 760-0078 高松市今里町 1-16-1 

干 770-8023 徳島市勝占町中須 92- 1大おジョ U 力地下1階103号 
干 780-0051 高知市愛岩町 3-12-13 晃栄ビル1 F 
干7日1 -8067 松山市ち兰ま已 - 1 0-3 已商船ビル1 F 


参九州地区 

☆福岡サービスセンター 
化九州サービス認定店 
博をサービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
産児島サービスステーション 
宮崎サービス認定店 


FAX 

092-412-7460 

FAX 

093-94]-83 已 4 

FAX 

092-4 巨]-] 643 

FAX 

09 已 -849-460 巨 

FAX 

096-33]-3323 

FAX 

097-已已] -2049 

FAX 

099-224-7692 

FAX 

098己- 27-3 13巨 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰.祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜わ受付 9:30-1 2:00> ] 3:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干81 2-0016 福岡市博多区博を駅南 2- 1 2-3 
干 802-0044 化九州市ル倉化区熊本] T 目 9-4 植田ビル 1 F 
干81 2-0006 福岡市博多区上牟田 2-6-7 
干8已 2-8 14已長崎市昭和 1 T 目 12- 10ク U スタル八イツ平野 
干8巨 2-09] 8熊本市花立已 T 目 14-1 7 
干 870-0921 大分市巧原 3-23-1 已曰商ビル 10] 

干 892-0841 産児島市照国町 3-21 第二大見ビル2 F 
干880 -0821 宜崎市浮城町 98-1 


•沖縄県 

沖縄サービスステーション 


TEL 〇吕 8-879-1 910 
FAX 098-879-1 3已2 


受付月〜金 9:30-18:00 (± •曰.祝-弊社休業曰は除く） 

〒日01 -2 122浦添巿勢理客 4-18-1 トヨタマイカーセンタ ー3 F 


平成19年2月現在 


記載内容は、予告な<変更させていただくことびありますので予めご了承<ださい。 










< 各窓□へのお問い合わせの時のごを意 > 

市が局番「0070」で始まる y フリーフオン及び r 日120」で始まる函フ u - ダイヤルは、 phs 、 
携帯電話などからは、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け■組み合わせなど）については、お買い巧めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓口およびカタ□グのご請ホについて 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーフオン） 

受付時間月曜〜金曜9:3□〜1狂00、±曜■日曜•祝日9:30〜12:00、13:00〜17:00 (弊社休業日は除く） 
•家庭用才ーディオ/ビジュアル商品 10070 -800-81 81 -22 ■一般電話03-日49巨一2986 

■ファックス 03-3490-5718 

■インター ネッ トホームぺージ http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内.お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうか 
ご確認ください。それでも正常に動作しなしが易合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 

修理についてのご相談窓 □ 

• お買いまめの販売店に修理の依頼び出来ない場合 

修理受付センター 

受付時間月曜〜金曜日:30〜19:00、±曜■日曜-祝曰9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

画電話 ^0120-5-81028 画一般電話 03-5496-2023 

■フ アツ クス 画0120-日 一81029 

■インター ネツ トホームぺージ http://pioneer.jp/support/repair.html 

※インターネットによる修理受付対を商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜を30〜1狂00 (±曜-日曜-祝日-弊社休業日は除く） 

■-般電話 098 -879- 1910 

■ファックス 098-879- 13已2 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

•部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜9:30- 

-]狂00、±曜■日曜-祝日日:30〜12:00、 

13:00〜18:00 (弊社休業曰は除く） 

■電話 

^0]20— 已一呂109己 

■-般電話 0538-43-1 161 

■ファックス 

画0]20-已-81096 



平成19年2月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了をください。 V0L.022 


JIS C 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性 
一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入 
力電流び 20A]； (下の機器 U に基づさ、商用電力系統の高調 
波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


© 2007パイオニア株式会社禁無断転載 


JIS C 目1日日日- 3-2 適合品 


D50-5-10-1_A_Ja 


パイオニア株式会社 承1己 3-8 目己4東京都目黒区目黒 1 T 目4番1号 

<07000001> < XRA 3037 - A > 













